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事業計画

プロフィール 川島病院ホスピタルグループのプロフィール

ロゴマークの意味

●患者さんを癒す精神的なケア
●社会復帰を支援するリハビリ・運動療法

優しいind

誠実な
●正確な知識に基づいた医療
●24時間サポート体制

onest

伸びゆく
●先進の検査・医療機器を完備
●ITを駆使した情報管理

rowing

K
私たちのロゴマークには、3つのキーワードが含まれています。

患者さんをはじめ、関係する方 と々の
　　　　　　　　　信頼関係を築きます。

病院経営の質の向上に努め、良質で
　効率的かつ組織的な医療を提供します。

地域社会の健康および福祉の増進に
　　　　　  貢献することを使命とします。

私たちの病院は
患者さんや家族の方 と々の信頼関係に基づいた、
患者さんの立場に立った医療を提供します。
公正な医療の提供と医療の質の向上に努めます。
腎泌尿器疾患と糖尿病の診断と治療に総合的に
携わる病院として地域の皆様に信頼していただけ
るよう、日々 全力を傾注します。
患者さんに安心して医療を受けていただけるよう
な良質な医療環境医療体制を構築します。
地域社会の一員として、また社会的存在として行
動し、その責任を果たします。

K aw a s h i m a  H o s p i t a l  G r o u p

私たちの病院の理念
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私たちの病院の基本方針
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■表紙写真：牟岐･大島の海中生物
徳島県南部の海中は黒潮が運んできた豊
富な栄養素の恩恵を受け、多様な海中生物
の宝庫です。緑の海草（ヘライワツタ）のな
かで共生するのはサンゴの仲間のトゲトサ
カです。まるで海中に咲く花のようにダイ
バーの心を和ませています。ダイビングは一
年中できますが、ベストシーズンは秋で透
明な海中の散歩を楽しむことができます。

川島ホスピタルグループ透析室開設より30年

●本館増築工事 2号館完成

●未来に向けて挫けず、止まらず

平成18年度川島ホスピタルグループ事業計画

教育・研究委員会活動紹介

足を救え

文◎新田 ヤス子　細川 直美（フットケアチーム）

文◎島 健二（川島病院名誉院長）
●充実してきたフットケアチームの現状

●フットケアチームの紹介

●『われわれフットケアチームが
　  経験した糖尿病性足病変』
文◎深田 義夫（フットケアチームリーダー）

文◎福田 久美（川島病院臨床工学技士）
透析技術認定士認定試験を受験、合格

●写真で見る病院のあゆみ

［撮影］大和　健司
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大橋 照代
　川島病院が佐古三番町に在った頃、
検査室の業務は主に生化学検査と尿
検査で、１名の臨床検査技師が業務に
あたっていました。時間が空いた時など
は薬局の手伝いをしていたことを思い出

します。
　21年前に現在の北佐古一番町に移り、病院の発展と共に
検査室も徐々に充実してきました。徳島県下初となる腎臓移
植手術を行うにあたっては、免疫抑制剤の血中濃度測定を
行うようになりました。糖尿病外来の開設時には、ヘモグロビン
A1cの測定を院内検査項目に取り入れ、またチーム医療の一
環として糖尿病教育入院にも携わるようになりました。循環器
クリニックの開院に際しては、ジゴキシン、ジソピラミドの血中濃
度測定が開始され、オーダリングシステムが導入されたのもこ
の時でした。その他にも腫瘍マーカー測定、網状赤血球測定

の可能な血球計算機の導入などの検体検査に加
え、心電図検査、超音波測定、肺機能検査、眼底写
真など生理検査の件数も増加しています。
　今では、検査技師の人数も５名になり、院内の勉
強会や技師会主催の学習会に参加する機会も増え
ました。今後も学習意欲の高揚を常に持続させ、精
度の高い検査結果を出せるよう努め、医療従事者相
互の調和も心がけたいと思っています。

　現在、川島病院が川島ホスピタルグループとして大きく成長できたのも、
その時代の弛まぬ努力と熱意が代々のスタッフにＤＮＡとして受け継がれ
たからだと思っています。私も微力ながら今後も川島病院透析室発展の
ため努力する事を約束して思い出話を終了したいと思います。
　川島病院透析室創成期を振り返り筆を取っていると川島ホスピタルグ
ループのロゴマークである、ＫＨＧ（Ｋｉｎｄ：優しい・Ｈｏｎｅｓｔ：誠実・Ｇｒｏｗｉｎｇ：
伸びゆく）の意味を深く感じた一日でした。
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第1期工事

臨床工学技士長 田尾 知浩
　川島病院透析室は、昭和５１年１月１９日に診療
を開始し私は昭和５３年より透析室でお世話になっ
ています。当時を振り返ると思い出すのは、コイル型
ダイアライザーの事です。コイル型は膜リークが多い
ので、透析治療前にリークテストを行いリークの有無

を確認後、使用するのですが、透析治療中にリークを起こしダイアライ
ザー交換を余儀なくさせられる事が頻回でした。また、除水に関しても透
析時間を６～８時間要しても目標どおり引けず、患者様の血液データーと
言えばＢＵＮ：１００mg/dl・Ｃｒ：２０mg/dl以上、Ｈｔｃ：２０％以下の状態で透
析の質に関しては乏しい時代でした。それを川島周先生（現：理事長）含
めスタッフは、中空糸型ダイアライザー・高血流透析・血液濾過（ＨＦ）・除
水コントール装置などのハード面、体調の評価・夜間透析などのソフト面を
先見の明を持って次々に導入し透析の質・患者様との信頼関係などを
飛躍的に向上させたのです。この時期に川島病院透析室の礎が出来た
と言っても過言ではありません。

■川島病院透析室創成期を振り返る

検査室長

■検査室のあゆみ

川島病院院長

　研修医の私にとって血液透析療法は、致死的疾患であった尿
毒症患者を救命できるという点ではすばらしい治療法であると感じ
られました。しかし25年前の透析医療は、現在のように医師も患者も
10年あるいは20年先を考え、またQOLをも考慮した治療をおこなう
という余裕というものはなく、その日その日の治療をいかに無事終了

するかという点に、主眼がおかれていたように思われます。そのような状況のもと、患者様
の腎移植に対する期待は透析医療の進歩した現在以上に高く、私が東京女子医大腎
センター太田和夫教授のもとで腎移植を学ばせていただくきっかけとなりました。
　東京女子医大腎センターでの約4年間の研修の後、1986年8月27日太田和夫教授
（現太田医学研究所所長）を始め高橋公太先生（現新潟大学教授）寺岡慧先生（現
東京女子医大腎センター教授）たちの協力のもと、44歳の女性（腎提供者：姉）に対し
徳島県下では初めての腎臓移植を行いました。常勤医は川島理事長と私、病棟看護
師は数名という現在では想像もできない少ないスタッフ数でありましたが、全職員の協力
のもと無事成功しました。この成功は徳島で腎移植を受けようという患者様にとって、大
きな希望となりました。

水口 潤
■徳島県で初めての腎臓移植

病院創設者の川島有秊 前理事長

ロッキード事件
（田中角栄）池田高校優勝大鳴門橋開通

（開院当時）

北佐古一番町に移転間もない頃

当時の徳島新聞に掲載された

特集
1special edition

千円札発行

昭和59年、川島病院現1号館起工式にて

前列左から2人目が川島周理事長、
前列中央有秊前理事長（昭和27年）

透析室開設披露パーティーにて恩師太田和夫東京女子医大教授と

検査室スタッフ昭和62年　職員数約60名

第2期工事
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　「あ！、赤血球が出来ている」。約20年前、透明の
プラスチック皿を倒立顕微鏡で観ている私の両目に
映ったのは紛れもなく真っ赤な赤血球であった。当
時、私は大学病院の血液内科で血液の源の細胞
（造血前駆細胞という）の研究をしていたのだが、こ

の時代はエリスロポエチン（エポ）は臨床治験が始まったばかりの頃で、研
究用のエポは現在透析患者さんに一回に投与される量（数千円で手に入
る）が数十万円もしており、簡単に手に入れられるものではなかった。ある製
薬会社から提供を受け、やっと培養が出来るようになったのである。とても痛
い目をして自分の骨髄液を採取して、メチルセルロース法という方法で造血
前駆細胞とエポを混ぜて培養した。一週間後、倒立顕微鏡でプラスチック
皿を観てみると真っ赤な葡萄の房のような赤血球のコロニー(CFU-Eという)
が目の前のそこかしこにできていた。一週間で赤血球の源になる細胞にエ
ポが作用して数回細胞分裂し、成熟した赤血球になったのである。二週間
後には数百～数千の真っ赤な細胞が集まったコロニー(BFU-Eという)が出
来ていた。一個の源になる細胞からエポにより作られたのである。エポの底
力を見せつけられた。皿の底に花が咲いているようであった。この当時、将
来透析患者さんの貧血の治療をする医者になるとは夢にも思っていなかっ

たが、エポのとてつもない潜在能力には感嘆した思い出がある。
　エポが実際に透析患者さんの貧血の治療に使われ始めたのはこの数
年後であった。丁度この頃に徳島県立中央病院で透析医療に関わるように
なり、間もなく川島病院に勤務するようになった。そこでエポが驚異的な力を
発揮するのを実際に目にした。幸運であった。エポを投与すると貧血がどん
どん良くなっていくのである。それまでは透析患者さんは貧血で苦しんでお
り、ヘマトクリット値は20％あればよい方で日常生活にも難渋していた。貧血の
治療というと蛋白同化ホルモンなどの薬もあったが輸血が主であり、繰り返
す輸血により鉄過剰症を起こす患者も珍しくなかった。エポは80%以上の透
析患者さんを貧血の苦痛から解き放ったのであった。輸血は殆ど無くなり、
貧血からの解放により日常生活の質が各段に向上した。透析医療の新時
代の到来であった。数年前に倒立顕微鏡でエポの底力を観たのだが、実
際にはもっともっと大きな力を持っていたのだと感心した。倒立顕微鏡で観
た現象が実際に透析患者さんの体の中で起こっているのである。
　エポは我々透析医療に関わっている医者にとってかけがえのないアイテ
ムである。発売されてもう16年になるが、その底力はいまでも変わりなく健在
である。この間ずっとかかさず投与されている患者さんにも変わりなく効いて
いるのである。驚異的である。今、新しいエポが開発されており、数年後には
今のエポに取って代わるであろうが、形は少々変わっても今後も透析患者さ
んにとって大きな力となっていくであろう。

川島病院　総務主任 松平 敏秀
　私が昭和５７年４月に透析技士として就職した時は、透
析患者さんが約１００名、職員が５０名程度であったと思い
ます。現在は、透析患者数約８倍の８２０名、職員数が約５
倍の２５０名になっています。この２４年間で川島病院は急
成長を遂げてきました。その中で、過去に行われていたレク

リエーションについて覚えている範囲で簡単に紹介させて頂きます。
　入社当時は、夜間透析がない日の業務終了後に川島院長（当時）や臨床工
学技士の先輩たちとよく麻雀をしました。昭和６０年８月に現在地に移転時は、
旧３班にベッドが入っていなかったため、卓球台を置き職員や患者さんたちとで
卓球をして楽しみました。
　また、臨床工学技士を中心にソフトボールチーム（キドニーズ）を結成し、千松
小学校等のリーグ戦などで数年間活動しました。成績はあまりよくなかったと思
います。透析患者さんが増えるにつれ、職員が時間をとれなくなりチームは解散
しました。十数年前までは、患者さんとの運動会やソフトボール大会もありました。

看護助手主任

　私が川島病院に勤務し始めて１４
年の歳月が過ぎました。当時は現在の
一号館がすべての機能を果たしてい
ましたが、その後、ケアハウス、あすか、
循環器クリニック、二号館と患者様の

ニーズに応えられるように開設されていきました。
　就職当初はとまどうこともありましたが、看護師、助手の先
輩スタッフからうけた指導は、現在の介護技術に生かされて
いると思います。また１４年前は患者様のADLも高く、車椅
子で移動される方はほとんどいなかったように記憶しており
ますが、現在はストレッチャー、車椅子移動の患者様もおら
れ、年月の流れを実感します。
　看護助手として一番の喜びは、ありきたりですが、昨日より
今日、患者様の状態が良くなったのを知る時です。これから
もそれは変わらないと思います。３０年おめでとうございます。

川島病院外来看護師長 西谷 千代子
川島病院は透析専門病院であり、年間約7０名の
患者様が透析導入されています。患者数は年々増
加し、私が就職した１８年前には３００名に満たな
かったのですが、現在では血液透析・腹膜透析合
わせて、８００名を超えました。 

　私はこれまで透析導入前の患者様とのかかわりのなかで、色 な々経験
をしてきました。慢性腎不全の場合、自覚症状が表れてくるのは透析導入
直前です。病気に対する知識不足のため無症状の時期に通院をやめて
しまって、今度来られた時には即透析導入という若い患者様がおられまし
た。また、年配の古い知識をお持ちの方の中には『透析＝死が近い』とい
う考えをもたれており、うつ状態になったり、最後まで透析治療を受け入れ
ることができなかったりすることがあります。そして病状がずいぶん悪化し
た段階になって救急車で来院され、緊急透析導入となった患者様や、亡
くなられた患者様がおいでました。 

　このような体験をもとに、外来では３年ほど前から２つのことに力をいれ
ています。ひとつは①現在の自分の病気の進行度と治療の必要性、②腎
不全の進行を遅らせるためにできることは何か、この二点を十分説明し
て理解してもらうことです。
　もうひとつは、透析導入を避けられなくなった患者様やご家族に対し
て、治療法について十分知っていただいた上で、ご自分にあった治療法
を、ご自分で選んでいただけるような状況を作り出すことです。高齢独居
の方、他に介護を要する家族をお持ちの方、生計をささえる立場にある
方、社会にでてこれからという時期にある方、これから結婚･出産をと考え
ている方、患者様を取り巻く生活背景はさまざまです。ご自分の生活に適
した透析方法を、HDとPDの特徴を知っていただいた上で、ご自分の人
生設計や家庭の事情とあわせて選択することが、透析生活の第一歩で
あると考えます。 
　導入後しばらくたって、「こん
にちは」と笑顔であいさつして
いただけることが、私の仕事を
続ける上での糧となっています。 

板東 理智江
■透析室開設30周年によせて

鴨島川島クリニック院長水口 隆
■エリスロポエチンの思い出

■それぞれの患者様の立場に立って ■私の思い出

増築第3期工事完成時

年号が平成へＪリーグ開幕阪神淡路大震災

平成2年頃

糖尿病教室

看護助手 リハビリ室

栄養管理室

あすか玄関前あすか 結石破砕装置
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築
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4
期
工
事
完
成
予
定

　川島循環器クリニックは開院して今年で8年を迎
えました。昨年は2階のリハビリ室を改装して38床の
循環器透析室が開設されました。これまでは緊急
時や心臓カテーテル検査後の臨時透析のみCCU
で行い、通常の入院患者様は川島病院透析室に

通っていただいておりましたが、入院中は院内での維持透析が可能となり
大変便利になりました。
　透析を受けておられる患者様には心・脳血管障害の合併が多く、その
頻度は年々増加する傾向にあります。糖尿病性腎症による末期腎不全や
高齢者の患者様が増えてきたことが背景にあります。とくに心臓ポンプ機
能の低下や冠動脈疾患、弁膜症の存在は生命予後にかかわる重要な
因子です。これらの疾患は無症候性（自覚症状のないまま）に進行し、急
に症状が出現することも少なくありません。自覚症状がでる頃にはかなり進
行した状態で、治療に難渋する場合もあります。これは糖尿病や高血圧
症、高脂血症といった生活習慣病に似ています。血液検査や血圧測定を
受けなければ病気にかかっていることも判らないままに合併症が進行して
ゆきます。同様に私たちが専門とする循環器疾患も詳しい検査をしてみな
いと病気の存在がわからないこともあるため、自覚症状がない場合でも検

川島循環器クリニック副院長木村　建彦
■循環器クリニックの使命

査をお勧めすることがあります。特に喫煙、糖尿病、肺水腫（夜間の呼吸
困難）の既往、心電図異常がある方は注意が必要です。心臓超音波検
査、運動負荷心電図、２４時間心電図、心筋シンチなどは外来で行うスク
リーニング検査ですが、必要な場合は入院していただき心臓カテーテル検
査（造影剤を使用した血管撮影）により病気の診断、重症度の判定、治療
方針の検討を行います。
　私たちの使命は透析患者様の循環器系診療に積極的に介入してゆ
き、その生命予後を改善させることにあります。自覚症状もないときは、『なん
で、こんな検査せんといかんので』という声も聞かれますが、早期発見・早
期治療が大切ですので今後ともご協力よろしくお願いします。

　時のたつのははやいもので、私が川島病院に勤務させていた
だくようになって一年半があっというまに過ぎました。いろいろな方
に教えていただき、仕事にも少し慣れてきました。　 
　私達の病院は腎疾患、泌尿器疾患、糖尿病、循環器疾患、
なかでも慢性腎不全に対する透析医療に重点をおいています。

現在、患者さん・ご近所の方々にはご迷惑をおかけしていますが、０４年より増改築工
事をおこなっています。０６年８月に外来透析室は一応完成の予定で、今後もさらに増
えるであろう透析の必要な患者さんをこれからもみせていただきたいと思っています。　 
　川島理事長から川島ホスピタルグループの医局長をするようにとのご指示をうけ、微力
ながら医局のまとめ役をさせていただいています。医局を運営するうえでの悩みは、多く
の病院もそう感じているように当院もまた医師の確保に苦労しています。役所から要求さ
れている労働条件をみたす医師数にくわえ、医療がますます専門化するなか医師の質も
また要求されています。０４年よりはじまった臨床研修医制度は地方の医師不足をさらに
深刻なものにさせていると思われますが、数年後に知識と経験を積んだ若手医師達が
徳島に帰ってきて一緒に仕事ができることを期待しています。　 
　ご自分達の医局運営も大変なおり医師を派遣し川島ホスピタルグループを援助してい
ただいています徳島大学、香川大学、東京女子医科大学、その他の関係の方々にこ
の場をおかりしてお礼を申し上げますとともに、今後のご協力よろしくお願いいたします。

川島病院副院長 林　郁郎
■微力ながら医局のまとめ役に尽くしたい

川島病院病棟師長 大下 千鶴
　年間約60～70人の方が透析導入となっています
が、ほぼ全ての方が入院導入となります。自分でい
ろいろ勉強して前向きに透析を受け止めている患
者さん、自覚症状が少ないまま腎機能が低下して導
入となる患者さん、また自覚症状はあったものの透

析を受け入れられず、ギリギリまで我慢してしかたなく導入される患者さ
ん、そして救急搬送されるまで受け入れられなかった患者さん…など状
況はさまざまです。私たちはそんな患者さん一人ひとりの状況に合った心
に沿った看護をめざしています。
　たとえば、受け入れのできていない患者さんに対しては、根気よく話しを
聞きます。何が問題で受け入れできなかったのか？又なぜ受け入れしたく
ないのか言葉にしてもらい、、問題点をはっきりさせ、そのひとつひとつを家
族をふくめて話し合っていきます。たとえば「透析になったら週３回通院が
必要だが、できそうにない。車には乗らないし公共交通の便も悪い」と話さ

れる方がいます。一生継続する治療ということで不安を抱えていたそうで
す。そんな場合には、送迎バスの利用、あるいは介護保険を利用できるよ
う、あすか支援センターと連携をとり、安心して通院できる方法を話し合っ
ています。導入後2～3回と透析を重ねることにより、尿毒症症状がとれ｢食
事がおいしくなった、こんなことならもっと早くすればよかった。｣という言葉
が聞かれたり、肺水腫や貧血で全身状態の悪い患者さんが、徐々に回
復する姿をみる時に思うことがあります。それは透析療法がQOL向上に
どれだけ貢献できる治療方法であるかということです。もちろん、このような
良い結果ばかりではありませんが、私たちは、患者さんが前向きに維持透
析に取り組めるよう支援したいと思います。

■病棟に勤務して思うこと
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ただいま夜勤中ただいま夜勤中

鴨島川島クリニック

1病棟1病棟1病棟 2病棟

鳴門川島クリニック

病院周辺の清掃活動

庶務

川島循環器クリニック開院祝賀会川島循環器クリニック開院祝賀会川島循環器クリニック開院祝賀会 川島循環器クリニック夜勤風景川島循環器クリニック夜勤風景川島循環器クリニック夜勤風景

明石海峡大橋開通長野オリンピック日韓W杯共同開催新潟県中越地震

総務総務総務 放射線室放射線室放射線室

透析室透析室

医局医局

看護部管理職看護部管理職透析室

医局

看護部管理職薬局

川島循環器クリニック

オーダリングシステム担当業者との
打ち合わせ業務のマニュアルが

手帳になりました。

KHGハンドブック

川島病院1号館西側改築工事

ただいま夜勤中
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ホワイエ

ホワイエで談笑総務総務総務

就職説明会の様子就職説明会の様子就職説明会の様子職員食堂

図書室

医局

受付ロビー

外来待合室 受付正面

受付・会計

多目的室

診察室

3F 廊下

医局当直室2号館正面玄関
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Shu Kawashima

川島ホスピタルグループ理事長

未来に向けて挫けず、止まらず
KHG　昨日･今日･明日

川島  周

　

私
の
父
は
昭
和
8
年
に
川
島
医
院
を
開
院

し
ま
し
た
。私
は
昭
和
51
年
に
病
院
を
継
承

し
、新
た
に
透
析
室
を
開
設
し
ま
し
た
。水
口
潤

院
長
が
加
わ
っ
た
の
は
昭
和
60
年
で
す
。そ
の
後

多
少
色
々
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。探
せ
ば
ど

こ
か
に
そ
の
名
残
は
あ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
今

の
私
は
そ
れ
に
触
れ
ず
に
先
に
進
み
た
い
と
思
い

ま
す
。理
由
は
殆
ど
今
後
の
参
考
に
な
ら
な
い

し
、役
に
立
た
な
い
か
ら
で
す
。

　

今
後
の
運
営
方
針
で
大
事
な
こ
と
は
価
値
観

の
修
正
で
す
。も
ち
ろ
ん
基
本
的
な
も
の
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、例
え
ば「
ス
モ
ー
ル 

イ
ズ 

ビュー
テ
ィ
フ
ル
」と
いっ
た
世
の
中
の
動
き
に
あ
っ

た
修
正
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

過
去
を
振
り
返
る
と
き
唯
一忘
れ
な
い
で
い
て

も
ら
い
た
い
こ
と
は
川
島
病
院
で
昭
和
61
年
8

月
27
日
に
徳
島
県
内
で
初
め
て
腎
臓
移
植
手
術

が
行
わ
れ
た
こ
と
で
す
。こ
こ
か
ら
今
の
K
H
G

（
川
島
ホ
ス
ピ
タ
ル
グ
ル
ー
プ
）の
歴
史
が
始
ま
り

ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
そ
の
後
何
が
起
こ
っ
た
と

し
て
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。常
勤
医

が
3
人
し
か
い
な
く
て
、看
護
師
も
殆
ど
准
看

護
師
、今
か
ら
比
べ
る
と
か
な
り
お
粗
末
な
環

境
の
中
で
成
功
さ
せ
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
水
口

潤
院
長
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き

か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、「
腎
移
植

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
意
気
込
み
も

大
き
な
力
と
な
って
い
ま
し
た
。そ
の
後
三
十
数

例
以
上
の
移
植
を
行
い
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し
い
で
き
ご
と
も
あ

り
ま
し
た
が
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け
ず
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ま
ら
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進
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で
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た

こ
と
は
本
当
に
意
義
深
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
日
常
的
な
こ
と
と
は
い
え
、こ
れ
だ
け

多
く
の
透
析
患
者
さ
ん
の
治
療
を
行
っ
て
き
た

こ
と
も
偉
大
な
業
績
と
思
って
い
ま
す
。

　

率
直
に
言
って
、今
の
厚
労
省
の
方
針
は
我
々

医
療
に
携
わ
る
も
の
に
対
し
て
不
当
に
厳
し

く
、理
解
の
な
い
や
り
方
で
す
。こ
の
よ
う
な
方

向
性
が
何
時
ま
で
つ
づ
く
の
か
、予
想
を
立
て
る

の
は
極
め
て
困
難
で
す
。し
か
し
幸
い
な
こ
と
に

当
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
増
築・I
T・機
器
更
新

等
の
大
き
な
拡
張
計
画
は
ほ
ぼ
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
て
お
り
ま
す
。今
後
こ
の
強
み
を
十
二

分
に
生
か
し
な
が
ら
前
進
を
続
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

 

世
の
中
は
いつ
も
流
れ
て
変
わ
って
い
る
も
の
で

す
。し
か
し
逆
に
人
の
倫
理
観
な
ど
変
わ
って
は

い
け
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。変
わ
る
も
の
と
変

わ
ら
な
い
も
の
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
人

生
と
思
い
ま
す
。昔
の
人
で
こ
れ
を
称
し
て「
一貫

性
が
な
い
と
い
う
一貫
性
」と
言
っ
た
人
が
い
ま
し

た
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ
れ
が
私
の
人
生

訓
で
す
。

本 館 増 築 工 事 2号館完成
（2005年5月）

職員食堂・ホワイエ（休憩室）

総務

医局・当直室・図書室

受付・外来・多目的室
1F

2F

3F

4F

●川島ホスピタルグループ新年会にて



1011

委員会報告

川島循環器クリニック看護主任　
　
　川島ホスピタルグループ（以下、KHGとす
る）は、250名を超える職員数を誇る徳島県の
中でも有数の病院であると自負しています。そ
の多くの職員の方々に、“優しく、誠実な、伸び
ゆく” ためのお手伝いをしているのが、教育・研

究委員会です。
　現在、少なくとも月に1回の割合で学習会を開催しており、そ
の内容は様 な々方面に亘っています。これは、毎回の学習会の
際にアンケートを実施し、できるだけ職員の希望に沿った内容
の学習会を企画していこうという取り組みの結果、多岐にわた
る内容の実現が可能になりました。講師も様 な々方にお願いし、
好評を得ていると思っています。
　2005年度の委員会目標としては①対象別学習会の企画と

実施②新人教育のシステ
ム化この2点です。
　①については、前述致
しましたように学習会の開
催をしています。この中で
も毎年度行われている
「感染症対策について」と

題した学習会にはKHGの職員だけではなく、介護ヘルパーの
方や介護タクシーの運転手の方など多くの方に参加を呼びか
け、実際に参加してもらっています。この学習会への参加をきっ
かけに一人でも多くの方に、感染症に対しての意識付けができ
ていくことは医療を提供する側として大切なことであると思いま
す。
　また介護保険や個人情報保護法など、日頃耳にする機会は
多いものの具体的には分かりづらい内容についても、ケアマ
ネージャーやソーシャルワーカーの方 に々講師をお願いし、学習
する機会を設けています。その他、学習会の講師は医師のみ

でなく、いわゆる「その道
の専門家」にお願いし、
中身の濃い学習となるよ
うに努めています。毎
回、多くの職員が参加
し、開催場所が手狭に
なることもしばしばで、今
後は2号館の職員食堂での開催が多くなると考えています。そ
して、さらに興味を持って参加できるように内容の充実を図りた
いと思っています。
　②については、新入職者の臨床現場とのギャップを小さくし、
より早く職場に適応し、職員の自覚と責任を持って働くことので
きるように、また成長できるように支援していくために各部署でマ
ンツーマン制を活用しています。プリセプターは基本的に2～3
年目の先輩職員に担当してもらっています。新入職者1人にプ
リセプター1人が付き、1年間を通して様 な々ことについてオリエ
ンテーションや指導を行います。プリセプターは新人にとって一
番身近な目標であり、実践モデルでもあります。ともに目標を設
定し実践していくなかで、「共に成長する」ことの重要性を学び
取っていける制度になっています。プリセプターは定期的に集ま
り新人の成長や目標について話し合い、他部署との交流も図っ
ています。こうした取り組みのひとつが新人の6カ月研修です。こ
れは新人同士が集まり、就職後に感じたことや困ったことを語り
合い、コミュニケーションを図り、同期入職者のつながりを深める
ことに役立っています。今後は各部署間での指導内容に格差
のないマニュアルを作って行きたいと考えています。
　そして、中堅職員には毎年1回秋の勉学に最適な時期に、
研修会が開かれます。この研修に参加することで、たゆまぬ向
上心とKHGを支える一職員としての自覚を養っています。また
外部の講師による研修会は、新しい風を感じられるよい機会と
なっています。
　今後もKHGの職員の皆さんが “優しく、誠実に、伸びゆく”為
に様々にお手伝いし、委員会も成長していけるように努力して
いこうと考えております。

　当委員会は、1996年看護部学習会として始まり、新人看護師を対象にした学習会の
企画、運営がなされていた。1999年、委員会の再編に伴い教育部会が設立、その中に
学習委員会として位置づけられ、対象も全職員となった。2004年には職員教育委員会
と名称が変わり、2006年４月、新たに教育・研究委員会として編成され現在にいたる。

教育・研究委員会活動紹介

萩原 順子

理念の実現に向けて下記の項目を着実に実行する。

平成18年度　　　事業計画
①
各
部
署
の
叡
智
を
結
集
し
て
患
者
さ
ま
が
満
足
で
き

職
員
が
働
き
易
い
治
療
空
間
を
創
出
す
る

②
患
者
さ
ま
や
近
隣
住
民
の
方
々
へ
与
え
る
悪
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
、計
画
通
り
工
事
が
遂
行
で
き
る
よ

う
全
職
員
が
努
め
る

③
1
号
館
の
改
築
計
画
を
円
滑
に
遂
行
す
る

①
病
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
と
外
来・病
棟・透
析
室

の
連
携
を
強
化
し
在
宅
支
援
の
充
実
を
は
か
る

②
鴨
島
川
島
ク
リ
ニッ
ク
に
お
け
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

の
順
調
な
展
開
を
は
か
る
と
と
も
に
訪
問
看
護
事
業

の
開
設
準
備
を
行
う

③
鳴
門
川
島
ク
リ
ニッ
ク
に
お
け
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

の
計
画
立
案
と
開
設
準
備
を
行
う

④
血
液
透
析
患
者
の
介
護
保
険
利
用
調
査
の
活
用
を
推

進
す
る

①
外
来
血
液
透
析
患
者
の
通
院
実
態
調
査
の
実
施

②
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
介
護
保

険
取
得
の
促
進

③
介
護
タ
ク
シ
ー
の
事
業
化

①
事
業
拡
大
に
と
も
な
う
医
療
職
員
の
確
保
と
適
正
な

人
員
の
配
置

②
診
療
体
制
の
改
革
、診
療
内
容
の
充
実

③
診
療
情
報
管
理
体
制
の
強
化
に
よ
る
診
療
情
報
の
整

理
と
有
効
利
用
及
び
公
正・円
滑
な
診
療
情
報
提
供

の
実
施

④
病
院
機
能
評
価
準
備
委
員
会
主
導
に
よ
る
受
審
準
備

計
画（
全
般
お
よ
び
部
署
別
）の
実
行
な
ら
び
に
実
績

つ
く
り
を
行
い
、本
年
末
ま
で
に
病
院
機
能
評
価
機
構

の
審
査
を
受
審

⑤
個
人
情
報
保
護
法
の
遵
守
に
よ
る
患
者
さ
ま
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
実
行

①
大
規
模
震
災
を
想
定
し
て
の
定
期
的
対
応
訓
練
の
実

行
と
災
害
に
備
え
て
の
準
備
の
実
施

②
各
種
手
順
や
マニュア
ル
の
周
知
徹
底
、実
行
の
推
進

③
対
策
月
間
設
定
等
に
よ
る
全
職
員
に
対
す
る
啓
発
、

教
育
の
強
化
と
充
実

①
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て
の
調
整

②
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
円
滑
な
運
用

③
個
人
情
報
保
護
法
令
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
適
切
な

情
報
管
理

①
新
入
職
員
、中
堅
職
員
、途
中
入
職
職
員
への
教
育
内

容
の
充
実

②
K
H
G
と
関
連
の
あ
る
分
野
の
全
国
規
模
の
学
会
、研

究
会
への
積
極
的
参
加
の
奨
励
と
支
援

③
K
H
G
と
関
連
の
あ
る
分
野
の
研
修
会
、講
演
会
、セ

ミ
ナ
ーへの
参
加
の
奨
励

④
院
内
学
習
会
の
定
期
的
実
施
と
部
署
ご
と
の
勉
強

会
、抄
読
会
の
頻
回
実
施

⑤
部
署
目
標
、委
員
会
目
標
の
中
間
及
び
年
度
末
フ
ォ
ロ
ー

に
よ
る
達
成
度
評
価
と
改
善
の
た
め
の
指
導
の
実
施

⑥
部
署
、委
員
会
に
お
け
る
研
究
お
よ
び
活
動
テ
ー
マ
発

表
会
の
実
施

⑦
業
務
上
有
用
な
資
格
の
積
極
的
取
得
の
推
進
と
支
援

の
実
施

①
健
康・福
祉
フェス
タ
の
継
続
実
施
と
内
容
の一層
の
充
実

②
透
析
室
開
設
30
周
年
記
念
号
と
し
て
広
報
誌
の
内
容

の一層
の
充
実
と
計
画
通
り
の
発
行

③
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
内
容
充
実
と
タ
イ
ム
リ
ー
な
更
新

④
関
連
病
院
間
や
病
診
連
携
会
議
への
積
極
的
な
参
加

①
チ
ー
ム
医
療
の
推
進

②
業
務
上
の
成
果
、努
力
の
人
事
考
課
への
正
当
な
反
映

③
職
員
の
職
場
労
働
安
全
衛
生
対
策
の
推
進

④
職
員
に
対
す
る
福
利
厚
生
の
充
実

1
病
院
増
改
築
計
画
の
円
滑
な
実
行
と

予
定
期
日
内
で
の
完
了

2
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
全
域
に
お
け
る

介
護
支
援
計
画
の
立
案
と
実
行

3
外
来
血
液
透
析
患
者
の
通
院
に
対
す
る
支
援

4
（
財
）日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
の
再
認
定
取
得
に

向
け
た
運
営
体
制
の
整
備
と
計
画
的
準
備
の
実
行

5
災
害
対
策
活
動
、医
療
事
故
防
止
活
動
の

積
極
的
推
進

6
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の

円
滑
な
導
入
と
内
容
の
充
実

7
教
育・研
究
活
動
の
強
化
と
支
援

8
地
域
社
会
と
の
交
流
や
関
連
施
設
と
の

連
携
の
強
化

9
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
環
境
の
確
保

中堅研修　藤田敬一郎氏による講義新入職員オリエンテーション新入職員オリエンテーション

委員会風景

委員会には鴨島・鳴門からも参加委員会には鴨島・鳴門からも参加委員会には鴨島・鳴門からも参加
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予防するには以下のような注意が必要です。

1. コタツ使用時は、靴下を履くなどして、直接肌
　 に当てないようにする。
2. 電気あんか、湯たんぽは、就寝時に布団を暖
　 める程度にする。
3. ファンヒーターやストーブの熱風に注意し、近      
　  くには寄らない。
4. 使い捨てカイロを長時間利用しない。

寒くなってきました。暖房器具を使用する機会が多くなり
ますが、あなたはどのような事に注意していますか？

低温火傷とは…熱いと感じない程度の熱に、長時間肌をさ
らすことによって生じる火傷のことです。時間がたってから
症状が出る場合があり、手当てが遅れることがあります。

□足にしびれ、違和感、痛みがある
□足が痛い（安静時、歩行時、冷たい）
□足がむくむ
□足の皮膚が乾燥し、ひび割れている
□まめ、くつずれ、水疱がある
□靴の中の小石に気がつかない事がある
□タコ（胼胝）、ウオノメ（鶏眼）がある
　また、それを自分で削っている
□足、爪に水虫（白癬）がある
□爪が変形している（巻き爪、肥厚）
□時々、足に火傷をする
□タバコを吸っている
□血糖コントロールが良くない
　（グリコアルブミンが30％以上である）

　

川
島
病
院
で
は
フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
、

足
病
変
の
治
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、そ
の
活
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
内
科
医
や
栄
養
士
た
ち
の
社
会
に
対
す

る
啓
蒙
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
増
加
傾
向
に
あ
り
、

糖
尿
病
合
併
症
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
合
併
症
に
は
心
血
管
病
変
や
眼
障
害
、
腎
臓
障

害
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
神
経
、
足
病
変
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
合
併
症
で
し
て
、
糖
尿

病
性
足
病
変
に
よ
る
足
切
断
頻
度
は
増
加
傾
向
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
日
、
世
界
中
で
健
康
上
の

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
の
医
療
保
険
制
度
は
、
症
状
が
起
き
て
か
ら
医
療

機
関
を
受
診
し
て
始
め
て
支
払
い
を
始
め
る
事
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
自
覚
症
状
が
な
い
事
が
多
い
糖
尿
病
足

病
変
で
は
、
そ
の
予
防
や
治
療
に
失
敗
し
て
い
ま
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
非
糖
尿
病
で
も
血
液
透

析
患
者
さ
ま
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
代
謝
異
常
の
た
め

極
め
て
高
度
な
動
脈
硬
化
と
な
り
、
下
肢
動
脈
脈
閉

塞
を
起
こ
し
、
足
壊
死
と
な
る
事
が
多
い
の
で
す
。
な

ん
と
か
足
切
断
を
回
避
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
川
島
病

院
で
は
約
2
年
前
か
ら
フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
を
組
織
し

ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
の
目
標
は
『
足
を
救
え
』
で
す
。

　

チ
ー
ム
の
構
成
は
糖
尿
病
専
門
医
と
心
臓
血
管
外

科
専
門
医
、
循
環
器
専
門
医
と
血
液
透
析
各
班
の
看

護
師
、
病
棟
や
外
来
看
護
師
、
鴨
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
鳴

門
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
看
護
師
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。
足

病
変
を
起
こ
す
可
能
性
の
高
い
患
者
様
を
見
つ
け
る
と

と
も
に
、
病
変
発
症
を
早
期
に
見
つ
け
、
血
管
外
科

医
や
皮
膚
科
医
や
整
形
外
科
医
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
な
ど
の
応
援
を
仰
ぎ
、
治
療
対
策
を
施
し
、
病

状
の
進
行
を
抑
え
、
切
断
を
回
避
す
る
事
を
目
標
に

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
看
護
師
達
は
定
期
的
に
足
の

観
察
を
し
、
爪
や
皮
膚
色
調
の
観
察
、
足
血
圧
測
定
、

知
覚
検
査
な
ど
を
し
、
動
脈
狭
窄
や
感
染
、
潰
瘍
の

発
生
危
険
度
が
高
い
足
に
つ
い
て
は
医
師
に
報
告
し
ま

す
。
動
脈
狭
窄
が
疑
わ
れ
れ
ば
血
管
超
音
波
検
査
や

C
T
血
管
造
影
、
さ
ら
に
は
カ
テ
ー
テ
ル
血
管
造
影
に

て
診
断
し
ま
す
。
動
脈
狭
窄
や
閉
塞
に
た
い
し
適
応

を
考
慮
し
た
上
で
、
薬
物
療
法
や
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る

拡
大
あ
る
い
は
バ
イ
パ
ス
手
術
に
て
治
療
を
し
て
お
り

ま
す
。
神
経
障
害
を
も
つ
足
は
、
さ
さ
い
な
傷
か
ら
感

染
や
血
行
障
害
を
起
こ
し
、
急
速
に
悪
化
し
て
足
切

断
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
油
断
大

敵
で
す
。
近
年
で
は
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
や
経
口
糖
尿
病

剤
が
多
く
開
発
さ
れ
、
糖
尿
病
患
者
さ
ま
の
寿
命
は

延
長
し
ま
し
た
が
、一
方
、
多
く
の
方
が
末
梢
神
経
障

害
や
血
管
障
害
、
足
病
変
な
ど
の
合
併
症
も
長
く
持
っ

て
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
実
社
会
の
中
で
糖
尿
病
性
足
病
変
を
お
も
ち

の
方
は
、
視
力
障
害
や
末
梢
神
経
障
害
が
合
併
し
て

い
る
事
が
多
い
た
め
に
、
家
族
や
認
識
の
低
い
医
療
ス

タ
ッ
フ
か
ら
は
自
分
の
事
を
自
分
で
で
き
な
い
だ
ら
し

な
い
人
と
思
わ
れ
た
り
、
不
潔
だ
と
か
、
悪
臭
が
あ

る
と
か
思
わ
れ
、
孤
立
し
て
い
る
事
も
多
く
見
ら
れ
、

初
診
時
に
す
で
に
壊
死
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
事
も

あ
り
ま
す
。
ま
た一
般
内
科
医
や
循
環
科
医
は
、
上
半

身
の
衣
服
を
脱
が
し
て
診
察
を
し
て
も
、
患
者
様
か

ら
の
訴
え
が
な
け
れ
ば
、
ズ
ボ
ン
や
靴
下
を
脱
が
し
て

足
の
形
や
足
脈
拍
を
観
察
す
る
事
は
少
な
い
の
で
す
。

足
の
色
が
お
か
し
い
と
か
、
歩
行
制
限
が
あ
る
と
か
、

痛
み
が
あ
る
方
は
遠
慮
な
く
こ
の
チ
ー
ム
に
相
談
し
て

み
て
下
さ
い
。

『
背
景
と
目
的
』

『
チ
ー
ム
の
構
成
と
活
動
内
容
』

下肢自己チェック項目表

項目にあてはまるまた気になることがある方はいつでも
医療スタッフにご相談下さい！  火傷ゼロを目指しましょう。

低温火傷ご存知ですか？

足
を
救
え

特集
2special edition

火傷注意報

　
「
切
断
件
数
は
激
減
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
切
断
部

位
は
確
実
に
小
さ
く
な

り
ま
し
た
。」

　
「
以
前
は
ひ
ざ
下
の
切

断
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
足
関
節
を
残
し
て
の
切

断
で
す
む
た
め
、
患
者
様
に
と
っ
て
手
術
後
の

Q
O
L
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す
ね
。
ひ
ざ
下
切
断

で
す
と
歩
行
の
為
に
は
義
足
や

が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
足
関
節
を
残
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
く

つ
の
工
夫
で
歩
行
に
大
き
な
支
障
は
残
し
ま
せ
ん
」

「
血
液
透
析
患
者
様
は
通
院
が
必
須
で
す
の
で
、

歩
け
る
って
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
ん
で
す
。」

（
南
師
長
）

　
「
足
の
乾
燥
、
ひ
び
割

れ
か
ら
傷
が
で
き
感
染
と

い
う
経
路
を
防
ぎ
た
く

て
、
糖
尿
病
で
、
足
の
角

化
し
て
い
る
患
者
さ
ん
を

セ
レ
ク
ト
し
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
と
尿
素
配
合
ク
リ
ー

ム
を
使
っ
た
密
封
療
法
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
透
析
中
の
３
時
間
ほ
ど
で
す
が
、
二
週
間
６

回
で
つ
る
つ
る
に
な
っ
た
と
好
評
で
す
。
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
で
す
が
、
足
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
が
、

早
期
予
防
と
な
る
と
信
じ
て
が
ん
ばって
い
ま
す
。」

（
日
根
看
護
師
）

　
「
月
一
回
ベッ
ド
サ
イ
ド

で
下
肢
観
察
の
際
に
患

者
様
か
ら
”足
を
見
ら

れ
る
と
思
っ
た
ら
、
き
れ

い
に
し
て
な
い
と
恥
ず
か

し
い
な
って
、
自
分
で
も
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
よ
“と
声
を
か
け
ら
れ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。」

（
新
田
看
護
師
）

　
「
足
病
変
の
患
者
様
を

一
人
で
も
少
な
く
し
た
い

と
思
い
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
日

頃
か
ら
の
下
肢
観
察
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」（
中
島
看
護
師
）

　「先生、この足指切り落とさんと、いかんようになるんで（なりはしませんか、という阿波弁）？」と、
心配げに尋ねる糖尿病患者さんに遭遇することがよくある。少々靴が小さく、合っていないのか、
足指が押さえつけられているような形になり、時にはガーゼを巻いたりしている。このような場合、
適切なケアを行えば、すべてといってもよい位、糖尿病壊疽にいたる心配は全くない。従って切
断する必要もないわけであるが、このことは、患者さんにとっては一大関心事であり、僅かに痛
んだり変形すると、壊疽になって切断せねばならなくなるのではないかと過剰に心配される。
　ところが同じ糖尿病性大血管症でも、虚血性心疾患や、脳血管障害については、発病まであ

まり症状がないためか、多くの患者さんが、あまり関心を払わない。年間約３０００人が糖尿病壊疽で、四肢の切断を余儀なくされてい
るが、頻度としてはそれ程高いものではない。しかし壊疽、切断は、これにはなりたくないと思う患者さんの最大の関心事なのであろうか、
文頭に述べたような場面によく出会う。
　先述の場合のように過剰反応とでも言えるほど、壊疽、切断に関心を払っている患者さんがいる一方、他方では、これに対し全く
無関心な方も、また少なからずいらっしゃる。よくここまで放置していたなと思われる状態になるまで放置し、診察時に足に巻いていた
包帯を解いてみると、悪臭が漂う皮膚潰瘍。レントゲンをとってみると、はや、骨は一部融解し骨髄炎を起こしているという、立派な
壊疽状態の方が、稀とは言いがたい頻度で、おみえになる。異口同音に「痛みが全くありませんので・・」と言い訳されるが、もう
少し早ければ足指を切断せずに済んだものをと、これについての啓蒙が不十分であったかと、医療者としては内心忸怩たるものがある。
　糖尿病壊疽、切断例は近年増加しつつあるが、特に糖尿病透析患者の場合、その発症頻度は一段と高くなる。多くの場合、大血
管の中膜石灰沈着で、レ線単純撮影でも血管は樹枝状に描出され、それに糖尿病による毛細血管障害が加わり、さらに神経症とも相まっ
て壊疽の可能性が高まる。
　我々の施設では、平成15年 3月より、壊疽は等閑視できない問題として、医師、看護師、理学療法士、検査技師からなるフットケアー
チームを立ち上げ、これに対応してきた。当初は、内科医がこのチームを指導し、足部の観察、火傷の防止、生活習慣の指導、また
皮膚科医との協力で皮膚潰瘍などの治療に当たっていた。しかし、血流障害の著しい患者の病巣に対して、このような内科的治療は、
まさに隔靴掻痒の感があり、治療は思うにまかせなかった。大学の心臓血管外科にも相談し介入もしていただいたが、透析患者という
こともあって受け入れがネックになり、チーム医療として円滑に事が進むというには至らなかった。
　そんな状況の中、2005年 4月、心臓血管外科医の深田義夫医師を川島病院の新たな一員として迎えることとなった。一段の治療
効果の向上には、どうしてもチーム内に血管外科医がなくてはならないとの思いを強くしていった矢先のことである。それ以後深田医
師に加わっていただき、壊疽に対する一般的治療レベルの向上のみでなく、血管再構築により、これまで、座して待つしかなかった状
態の壊疽にまで、積極的に介入し、切断例の減少に大きく寄与してもらっている。
　このようにして、フットケアーチームはチーム医療として失われていた一部の環が整い、まさに万全の体制になった。
以下、深田医師に、これまで手掛けられた２、３の症例について述べていただくことにする。（14ページより）

フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
の
紹
介

新田 ヤス子

　

透
析
室
に
お
い
て
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
、
平
成
10
年
で
す
。

透
析
患
者
の
高
齢
化
や
糖
尿
病
腎
症
に
よ
る
透
析
導
入
患
者
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
当
院
で
も
足
病
変
で
下
肢
切
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
状
況
で
し
た
。
看
護
師
と
し
て
「
な
ん
と
か
足
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

か
？
切
ら
な
い
で
済
む
方
法
は
な
い
の
か
？
」
と
の
思
い
か
ら
自
然
発
生
的
に
手

探
り
で
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
活
動
は
早
期
発
見
を
主
眼
と
し
、「
下

肢
チ
ェッ
ク
マニュア
ル
」「
下
肢
観
察
表
」
な
ど
を
作
成
、
患
者
様
自
身
の
意
識

の
向
上
に
も
努
め
、
病
変
を
軽
度
な
時
点
で
く
い
と
め
た
い
と
が
ん
ば
って
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
足
病
変
が
多
く
、
ま
た
症
状
の
進
行
が
早
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
看

護
師
の
み
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
場
面
に
で
く
わ
す
こ

と
も
あ
り
、
医
師
や
他
の
医
療
ス
タ
ッフ
も
交
え
た
チ
ー
ム

医
療
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
て
、
平
成
1５
年
3
月
よ
り
島
先
生
が
参
加
さ
れ
、
正

式
な
フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
の
で
す
。
平
成
１７

年
５
月
に
は
深
田
先
生
も
加
わ
り
、
早
期
発
見
と
よ
り

系
統
的
な
治
療
を
目
指
し
た
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は

■
定
期
観
察…

全
血
液
透
析
患
者
への
「
下
肢
自
己
チ
ェッ

　
ク
項
目
表
」
の
配
布
／
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
は
月
1
回
ベッ

　

ド
サ
イ
ド
で
の
定
期
的
下
肢
観
察
／
A
B
I　

サ
ー
モ

　
グ
ラ
フ
ィ　

下
肢
エコ
ー　

写
真
な
ど
に
よ
る
経
過
観
察

　

／
症
例
検
討
会
（
下
肢
潰
瘍
症
例
な
ど
）
／
月
1
回

　
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
情
報
共
有

■
ケ
ア…

人
工
炭
酸
泉
／
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
角
質
化

　

し
た
皮
膚
の
研
磨
治
療
／
創
傷
処
置

■
予
防
活
動…

禁
煙
の
啓
蒙
／
火
傷
予
防
の
パン
フ
レ
ッ
ト
配
布

　

上
記
の
活
動
に
よ
り
患
者
様
の
足
病
変
への
意
識
が
高
ま
り
、

こ
こ
数
年
下
肢
切
断
の
患
者
様
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
下
肢

病
変
の
第
一の
予
防
は
足
の
自
己
管
理
で
、
そ
の
た
め
の
患
者
指

導
は
看
護
師
の
役
割
で
す
。
足
を
観
察
す
る
こ
と
で
「
足
」
への

関
心
も
深
ま
り
「
今
ま
で
足
に
は
無
関
心
だ
っ
た
け
ど
、
足
が
こ

な
い
な
っ
と
る
け
ん
、
早
く
見
て
」
と
自
分
か
ら
報
告
し
て
く
れ

る
患
者
様
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
フ
ッ
ト
ケ
ア
は
今
後
益
々
重
要

に
な
って
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
透
析
看
護
師
の
果
た
す
役
割

を
自
覚
し
て
今
後
も
活
動
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

細川 直美

島 健二川島病院名誉院長

フットケアチームリーダー

深田 義夫
川島病院医師

フットケアチームは全部で15名 、月 1回のカンファレンスを行っている

充実してきたフットケアチームの現状

フットケア
チームの

一
言
コ
メ
ン
ト

や   けど

●当院で患者様に配布している資料例

透析室看護師

透析室看護師
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糖
尿
病
や
透
析
患
者
さ
ん
の
”足
を
救
え
！
“
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、足
病
変
の
早
期
発
見
と
集
学
的
治
療
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、2
0
0
5
年
度
1
年
間
に
私
ど

も
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
が
経
験
し
た
新
規
発
症
足
病
変

件
数
は
80
件
で
し
た
。こ
れ
は
全
透
析
患
者
中
、約
10
%

と
な
り
ま
す
。皮
膚
科
に
お
願
い
す
る
爪
白
癬
や
整
形

外
科
的
疾
患
、す
で
に
治
療
さ
れ
経
過
観
察
さ
れ
て
い
る

症
例
を
加
え
る
と
1
0
0
例
以
上
と
な
り
ま
す
。こ
の

1
年
間
に
経
験
し
た
下
肢
切
断
は
3
例
で
あ
り
全
透

析
患
者
中
、0.3
%
で
し
た
。日
本
透
析
医
学
会
統
計
調

査
会
報
告
に
よ
り
ま
す
と
2
0
0
4
年
12
月
31
日
現

在
、登
録
さ
れ
た
全
透
析
患
者
数
1
8
8,
6
0
2
例

中
、3,
4
8
2
例
、2.2
%
に
下
肢
切
断
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
事
か
ら
、わ
れ
わ
れ
の
チ
ー
ム
は
か
な
り
良
く
機

能
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。糖
尿
病
性
足

病
変
は
大
き
く
分
類
す
る
と
①
神
経
障
害
性
と
②
血

管
障
害
性
の
2
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
に
そ
れ

ぞ
れ
１
例
を
提
示
し
、皆
様
の
注
意
を
喚
起
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

症
例
1
は
若
い
男
性
で
、2
年
前
に
検
診
で
糖
尿
病

を
指
摘
さ
れ
、近
医
で
糖
尿
病
の
管
理
を
受
け
て
い
た
の

で
す
が
、す
で
に
糖
尿
病
性
網
膜
症
を
合
併
し
、1
年
前

か
ら
糖
尿
病
性
腎
症
が
悪
化
し
、最
近
は
腎
機
能
障
害

の
増
悪
で
食
欲
低
下
し
た
た
め
、当
院
腎
臓
内
科
へ
紹
介

さ
れ
た
方
で
す
。血
糖
値
や
H
b
A
1
c
は
正
常
範
囲

で
し
た
が
、血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
8.3
mg
/
dl
と
腎
不
全

期
で
し
た
。当
院
の
内
科
医
が
外
来
で
診
察
し
た
際
、診

察
台
の
シ
ー
ツ
が
濡
れ
て
い
る
事
に
気
づ
き
、靴
下
を
脱
い

で
も
ら
う
と
、足
底
に
中
央
部
潰
瘍（
き
ず
）を
と
も
な
っ

た
大
き
な
胼
胝（
べ
ん
ち
）（
通
称
：
た
こ
）が
あ
り
、浸
出

液
が
大
量
に
出
て
い
ま
し
た（
図
1
）。足
全
体
が
発
熱
、

発
赤
、腫
脹
し
、潰
瘍（
き
ず
）か
ら
深
さ
約
3
cm
の
瘻
孔

（
ろ
う
こ
う
：
ト
ン
ネ
ル
）が
形
成
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

足
関
節
部
の
動
脈
拍
動
は
良
好
で
、下
肢
動
脈
閉
塞

は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。患
者
さ
ん
は
い
つ

か
ら
こ
の
胼
胝
が
あ
っ
た
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
と
の

事
で
し
た
。こ
の
状
態
は
足
の
”た
こ
“
の
傷
か
ら
、細

菌
が
入
り
、ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、足
全
体
に
ひ
ろ
が
っ
た

も
の
で
、（
蜂
窩
織
炎
と
言
い
ま
す
）、こ
の
ま
ま
で
は
全

身
感
染
症
に
発
展
し
て
し
ま
い
、下
肢
切
断
を
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
危
険
な
状
態
で
す
。足
底

の
知
覚
検
査
を
し
て
み
る
と
、足
底
全
域
で
知
覚
鈍
磨

と
な
って
お
り
ま
し
た
。入
院
し
て
い
た
だ
き
、複
数
の
抗

生
剤
を
投
与
す
る
と
と
も
に
、排
膿
を
促
す
処
置
を
続

け
た
所
、幸
い
、感
染
症
は
治
癒
し
、約
1
カ
月
か
け
て
瘻

孔
や
潰
瘍
は
次
第
に
治
癒
へ
向
か
い
ま
し
た（
図
2
･
図

3
）。

　

こ
の
よ
う
に
糖
尿
病
で
は
足
の
知
覚
障
害
の
た
め
に
、

傷
が
で
き
て
も
痛
ま
な
い
の
で
、そ
の
ま
ま
裸
足
で
あ
る

い
た
り
、泥
の
中
に
は
いっ
た
り
し
て
、細
菌
が
入
り
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
事
に
な
り
、切
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
が
あ
り
ま
す
。ま
た
ス
ト
ー
ブ
の
熱
さ
が
わ
か
ら

な
い
上
に
、視
力
障
害
も
あ
る
の
で
、し
ば
し
ば
”や
け
ど
“
を

お
こ
し
ま
す
。痛
み
が
な
い
た
め
、患
者
さ
ん
か
ら
医
師
へ
訴

え
る
事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、足
病
変
に
つ
い
て
医
師

も
知
ら
な
い
し
、ご
家
族
も
分
か
ら
な
い
事
も
多
々
あ

り
、食
欲
不
振
や
発
熱
で
来
院
し
、気
づ
い
た
時
に
は
、

す
で
に
手
遅
れ
で
、急
い
で
切
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
し
ま
う
事
も
あ
り
、ご
本
人
も
ご
家
族
も
納
得
が
行

か
な
い
ま
ま
切
断
さ
れ
る
と
い
う
不
幸
な
事
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
胼
胝
や
潰
瘍
は
再
発

す
る
事
が
多
い
の
で
、定
期
的
な
観
察
が
必
要
で
す
。

　

症
例
2
は
高
齢
の
男
性
で
6
年
前
か
ら
血
液
透
析
を

受
け
、イ
ン
シ
ュ
リ
ン
自
己
注
射
を
し
て
い
る
方
で
す
。看

護
師
に
よ
る
F
o
o
t 

c
h
e
c
k
で
、左
足
が
冷
た

く
、足
底
皮
膚
が
乾
燥
し
、足
関
節
部
血
圧
は
91
mm
H
g

へ
低
下
し
て
お
り
ま
し
た
。高
齢
に
加
え
て
冠
動
脈
狭
窄

症
や
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
を
合
併
し
肺
炎
を
頻
回
に

起
こ
し
て
い
る
為
、薬
物
治
療
で
経
過
観
察
を
し
て
お
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、左
足
底
部
皮
下
出
血
が
発
生
し
ま
し

た
。（
図
7
）皮
膚
が
破
れ
、足
関
節
部
血
圧
が
測
定
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、下
肢
動
脈
撮
影
を
し
ま
し

た（
図
4
、5
、6
）。そ
の
結
果
、高
度
石
灰
化
病
変
が
あ

り
、左
浅
大
腿
動
脈
の
閉
塞
と
深
大
腿
動
脈
の
高
度
狭

窄
が
あ
り
、下
肢
血
流
は
著
明
に
減
少
し
て
お
り
ま
し

た
。こ
の
状
態
は
今
後
、足
趾
壊
死
が
発
生
す
る
危
険
性

が
高
い
状
態
な
の
で
、人
工
血
管
に
よ
る
左
総
大
腿
動

脈̶

膝
窩
動
脈
バ
イ
パス
を
致
し
ま
し
た
。経
過
は
良
好

で
、足
の
温
度
は
あ
た
た
か
く
な
り
、破
れ
て
い
た
皮
膚

も
き
れ
い
に
治
り（
図
8
）、足
関
節
部
動
脈
圧
は

1
6
3
mm
H
g
と
良
好
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
脈
閉
塞
に
と
も
な
う
足
病
変
に
は
血

行
改
善
手
術
を
適
当
な
時
期
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。方
法
と
し
て
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
経
皮
的
血
管

形
成
術
と
バ
イ
パス
手
術
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
長

所
と
短
所
や
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、患
者
様
の
状
態

に
応
じ
た
方
法
を
選
択
し
て
お
り
ま
す
。末
梢
の
血
管

が
非
常
に
細
く
て
、こ
れ
ら
の
治
療
方
法
が
ど
う
し
て
も

で
き
な
い
場
合
は
、徳
島
大
学
に
お
願
い
し
て
血
管
再
生

治
療
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー（
川
島
病
院
医
師
）

深
田 

義
夫

神
経
障
害
性
足
病
変

初診時；左足底に中心部潰瘍を伴う大きな胼胝形成
約3cm深さの瘻孔形成。蜂窩織炎となり、排膿が多かった

退院時；複数の抗生剤投与及び排膿促進処置にて、膿は減少し、潰瘍も縮小、27日目退院した

初診から約2カ月後、潰瘍は治癒した

左下肢動脈造影-1；左浅大腿動脈は閉塞し、
深大腿動脈にも多発狭窄を認める

左下肢動脈造影-2；左深大腿動脈に高度狭窄を認める

症例1

症例1

症例1症例2

症例2

症例
1

血
管
障
害
性
糖
尿
病
足

症例
2

　

糖
尿
病
や
透
析
患
者
さ
ん
の
”足
を
救
え
！
“
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、足
病
変
の
早
期
発
見
と
集
学
的
治
療
に
努

『
わ
れ
わ
れ
フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
が

  
経
験
し
た
糖
尿
病
性
足
病
変
』

図1

図2

図3

図4

図5
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ま
と
め

複
雑
化
、多
様
化
す
る
医
療
に
対
応
す
る
た
め
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
常
に
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

reportreport資
格
取
得

報
告

透
析
技
術
認
定
士

　
　

 

認
定
試
験
を
受
験
、合
格

文・●
川
島
病
院
臨
床
工
学
技
士

    　
　
　

福
田 

久
美

　

今
回
私
は
透
析
技
術
認
定
士
認
定
試
験
を
受

験
し
ま
し
た
。透
析
技
術
認
定
士
は
透
析
療
法
に

2
年
以
上
従
事
し
て
い
る
看
護
師・臨
床
工
学
技

士
等
に
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
試
験
で
、

透
析
療
法
合
同
専
門
委
員
会(

日
本
腎
臓
学
会･

日
本
泌
尿
器
科
学
会･

日
本
人
工
臓
器
学
会･

日

本
移
植
学
会･

日
本
透
析
医
学
会)

に
よ
って
行
わ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
試
験
を
受
け
る
た
め
に
は
透
析

技
術
認
定
士
講
習
会
の
受
講
が
必
須
と
な
って
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、東
京
都
大
田
区
で
行
わ
れ
た
第
26
回

透
析
技
術
認
定
士
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。こ

の
講
習
会
に
は
1
1
0
0
名
程
度
の
透
析
療
法

に
携
わ
っ
て
い
る
医
療
従
事
者
が
参
加

し
て
お
り
、当
病
院
か
ら
も
臨
床
工
学

技
士
2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。講
習

会
は「
血
液
浄
化
療
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
教
科
書
と
し
て
、透
析
療
法
に
関
す

る
内
科
的・工
学
的
内
容
か
ら
は
じ
ま

り
、手
術・看
護・合
併
症
な
ど
透
析
療

法
の
基
礎
的
な
も
の
か
ら
普
段
聞
く

こ
と
の
出
来
な
い
よ
う
な
深
い
内
容
の

も
の
ま
で
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。講
義
の
内
容
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
先

生
方
を
講
師
に
迎
え
て
お
り
、学
校
を

卒
業
し
て
以
来
、長
い
講
義
な
ど
受
け

て
い
な
か
っ
た
の
で
疲
れ
ま
し
た
が
、充

実
し
た
4
日
間
で
し
た
。

　

講
習
会
か
ら
認
定
試
験
ま
で
に
は

2
カ
月
弱
の
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、業
務
の
合
間
や
終
業
後
に
家
で
少

し
ず
つ
勉
強
し
て
い
き
ま
し
た
。私
は

臨
床
工
学
技
士
国
家
試
験
を
受
験
し
て
か
ら
4

年
ほ
ど
た
ち
ま
す
が
、そ
れ
以
後
試
験
と
い
う
も

の
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、久
々
の
集
中
し
た

学
習
で
な
か
な
か
最
初
は
ペ
ー
ス
を
つ
か
み
き
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。前
半
の
1
カ
月
程
度
は
意
欲
は
あ

り
ま
し
た
が
、ほ
と
ん
ど
頭
に
入
っ
て
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。後
半
は
多
少
の
あ
せ
り
も
あ
り
集
中
し

て
学
習
に
取
り
組
め
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
し
て
5
月
15
日
に
明
治
大
学
駿
河
台
校
舎

に
て
第
26
回
透
析
技
術
認
定
士
認
定
試
験
を
受

験
し
ま
し
た
。試
験
は
午
前
と
午
後
に
わ
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。試
験
を
終
え
、教
科
書
に
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
復
習
し
て
み
る
と
、試
験
の
内
容

は
講
習
会
の
内
容
の
み
で
は
な
く
教
科
書
の
細
か

い
と
こ
ろ
も
出
題
さ
れ
て
い
ま
し
た
。私
は
講
習
会

の
内
容
を
重
点
的
に
勉
強
し
て
い
た
た
め
、か
な

り
む
ず
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。ど
ち
ら
に
し
て
も
、

教
科
書
を
す
み
ず
み
ま
で
読
み
理
解
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
で
不
合
格
で
も
仕
方
な
い
と
思
って
い
ま

し
た
。試
験
か
ら
1
カ
月
ほ
ど
た
っ
て
合
格
通
知

が
届
い
た
時
に
は
、嬉
し
い
と
い
う
よ
り
も
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　

透
析
技
術
認
定
士
認
定
試
験
は
、講
習
会
に

よ
っ
て
透
析
に
関
す
る
こ
と
を
基
礎
の
こ
と
か
ら

学
べ
、新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、こ

れ
か
ら
の
仕
事
に
い
か
せ
る
も
の
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。さ
ら
に
そ
れ
を
試
験
勉
強
と
い
う

形
で
集
中
的
に
復
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

私
の
よ
う
に
学
校
を
卒
業
し
て
何
年
か
た
つ
よ
う

な
人
間
に
は
非
常
に
有
効
な
試
験
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

17

左
下
肢
動
脈
造
影

-

3
：
左
膝
窩
動
脈
は
深
大
腿
動
脈
か
ら
、

か
ろ
う
じ
て
造
影
さ
れ
る
が
、下
腿
3
分
枝
に
も
高
度
狭
窄
を
認
め
る

（術前）：左踵部乾燥と皮下出血（術後）：左踵部皮下出血は改善した

症例2

症例2 症例2

　

糖
尿
病
足
病
変
に
は
大
き
く
分
け
て
神
経
障
害
性

と
血
管
障
害
性
病
変
が
あ
り
、こ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
1
例

ず
つ
提
示
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
足
病
変
に
発
生
す
る
感

染
症
や
血
行
障
害
に
対
応
す
る
に
は
迅
速
な
抗
生
剤
投

与
と
手
術
が
必
要
で
す
が
、そ
れ
ら
が
適
切
に
な
さ
れ
な

け
れ
ば
創
は
治
癒
し
得
ず
、下
肢
切
断
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。内
科
の
先
生
達
が
糖
尿
病
の
管
理
を
し
た
上
に
、

足
病
変
も
管
理
す
る
事
は
な
か
な
か
大
変
な
事
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
を
組
織
し
、

集
団
で
足
病
変
管
理
に
取
り
組
む
事
に
よ
って
、患
者
さ

ん
の
足
を
切
断
か
ら
守
る
事
が
で
き
，内
科
の
先
生
方
の

ご
苦
労
の一部
を
軽
減
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。チ
ー
ム
内
の

情
報
交
換
を
密
と
し
、自
己
啓
発
に
努
め
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、足
病
変
の
管
理
に
は
皮
膚
科
や
形
成
外

科
、整
形
外
科
、感
染
症
科
、循
環
器
科
、看
護
学
科
の

専
門
知
識
が
不
可
欠
で
す
の
で
、先
生
方
の
ご
協
力
、ご

教
示
の
程
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図6

図7図8

エンドトキシン測定用の採水の様子エンドトキシン測定用の採水の様子

エンドトキシン測定の様子エンドトキシン測定の様子

臨床工学技士臨床工学技士臨床工学技士

透析用機器のメンテナンスの様子透析用機器のメンテナンスの様子

病棟回診 手術風景
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2005 Photo Gallery
写真で見る川島ホスピタルグループ行事 ● 2005

こちらは京都日帰り旅行です

釣れた魚や肉でバーベキュー！…あちぃ～海水浴場で食べるおにぎりを朝早くから助手さんが作ってくれました

11月：川島ホスピタルグループでは、毎年「健康・福祉フェスタ」を開催

あすか保育園の子ども達。ハロウィンでお菓子をもらいました

様々な模擬店や催しがあり、約1000人の人出でにぎわいました 健康コーナーでは、健康相談や身体測定を実施します

糖尿病教室では患者さんへいろいろなアドバイスがあります

2006年1月：新年会はKHGと関連深い各方面の方々との交流の場です12月：忘年会では先生方のユニークなパフォーマンスがあり、盛り上がりました

10月：新入職員6ヵ月研修の様子。みんなだいぶ慣れました

勤続10年・20年の職員の表彰式歓送迎会にて新入職員紹介の様子4月：毎年新入職員オリエンテーションを行います。リバビリ室見学の様子

5月：去年に引き続き2班に分かれてのパリ旅行

おいしそうに花見弁当を食べています諏訪神社でお花見をしました

もちろん実際の穿刺指導もあります理事長による穿刺技術の勉強会2泊3日でディズニーランドに行きました

7月：北の脇海水浴場で地引網。たくさん捕れるかな？

消火訓練。ホースを持つ姿が勇敢ですね

消防訓練では、エスケープシュートを使っての避難訓練

新入職員オリエンテーション
歓送迎会・お花見
慰安旅行（パリ・東京・京都）
地引網
新入職員6カ月研修
第8回健康・福祉フェスタ
忘年会
新年会

4月

5月
7月
10月
11月
12月
1月

2005年度主な行事
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川島病院のプロフィール（2006年4月現在）

■標榜科目／内科、泌尿器科、放射線科、リハビリテーション科
■指　　定／生活保護法、原子爆弾被爆者指定、労災保険指定、
　　　　　　自立支援医療機関（更生医療指定）
■届出事項／一般病棟入院基本料2（13対1）看護補助加算10：1、
　　　　　　体外衝撃波腎尿管結石破砕術、体外衝撃波胆石破砕術、人口膵臓、
　　　　　　薬剤管理指導、手術前医学管理料、療養環境加算66床、
　　　　　　無菌製剤処理加算、栄養管理実施加算、医療安全対策加算、
　　　　　　褥瘡患者管理加算、単純CT撮影、脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料Ⅱ、
　　　　　　運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料Ⅰ、電子化加算、入院時食事療養（1）、
　　　　　　画像診断管理加算2
■施設認定／（財）日本医療機能評価機構　認定（一般病院種別A）、
　　　　　　日本泌尿器科学会専門医教育施設、日本透析医学会認定施設、
　　　　　　日本腎臓学会研修施設、日本糖尿病学会教育施設、
　　　　　　日本循環器学会認定循環器専門医研修関連施設（川島循環器クリニック）

■医師・職員取得資格
　●川島　周／日本内科学会認定医、日本透析医学会認定医
　●島　健二／日本内科学会専門医、日本糖尿病学会指導医、日本老年医学会指導医         
　●水口　潤／日本内科学会認定医、日本腎臓学会認定指導医・専門医、日本透析医学会指導医・認定専門医
　●西内　健／日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医
　●水口　隆／日本内科学会認定医、日本血液学会専門医、日本医師会認定産業医、介護支援専門者（ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ）
　●香川和夫／日本感染症学会ｲﾝﾌｪｸｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾄﾞｸﾀ（ーICD）
　●林　郁郎／日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医、日本神経学会専門医、日本医師会認定産業医
　●炭谷晴雄／日本泌尿器科学会指導医、日本泌尿器科学会専門医
　●木村建彦／日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医
　●深田義夫／日本循環器学会専門医、日本外科学会指導医、日本心臓血管外科学会専門医
　●日下　まき／日本放射線学会専門医
   ●中村雅将／日本内科学会認定医
　●片山幸代／病院管理士
　●山下敏浩／病院管理士
　●久米恵司／放射線管理士
　●赤澤正義／放射線管理士、日本放射線技師会ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞ放射線技師
　●谷恵理奈／第一種放射線取扱主任者
　●浜田久代／日本糖尿病療養指導士
　●坂井敦子／日本糖尿病療養指導士
　●原　恵子／日本糖尿病療養指導士
　●森　恭子／日本糖尿病療養指導士
　●倉田和恵／日本糖尿病療養指導士
　●高瀬美樹／介護支援専門者（ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ）

　

　●三宅直美／介護支援専門者（ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ）
　●原　雅子／診療情報管理士
　●山形篤史／診療情報管理士
　●矢部智子／診療情報管理士
　●志内敏郎／第一種衛生管理者
　●松永千鶴／第一種衛生管理者

■医師・職員院外団体等役職
　●川島　周／徳島大学医学部臨床教授、徳島市医師会会長、徳島県医師会理事、全日本病院協会常任理事、
　　　　　　　（財）日本医療機能評価機構事業推進委員、徳島県腎臓ﾊﾞﾝｸ常任理事
　●島　健二／徳島大学名誉教授、日本糖尿病学会名誉会員、
　　　　　　　日本臨床化学会名誉会員、徳島県医師会糖尿病対策班班長、徳島県保険者協議会顧問
　●水口　潤／徳島大学医学部臨床教授、日本移植学会評議員、日本透析医学会理事・評議員、
　　　　　　　日本腹膜透析研究会副会長、四国透析療法研究会副会長、徳島透析療法研究会会長
　●西内　健／徳島大学医学部非常勤講師、日本心血管インターベンション学会評議員
　　　　　　　徳島市医師会心電図判読委員会委員、日本循環器学会四国支部評議員
　●水口　隆／腎とｴﾘｽﾛﾎﾟｴﾁﾝ研究会評議員幹事
　●林　郁郎／日本循環器学会四国地方評議員
　●炭谷晴雄／日本泌尿器科学会評議員、西日本泌尿器科学会評議員
　●浜田久代／徳島県栄養士会病院栄養士協議会役員 
　●鈴江信行／徳島県臨床工学技士会会長、徳島透析療法ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ世話人
　●久米恵司／徳島県放射線技師会理事、徳島核医学勉強会世話人会役員

■職員数　　注：2006年1月1日現在　（　）内は2005年1月1日現在

　（医）川島会、（医）川島クリニック　　常勤職員総数249名（235）
　　●常勤医師17名（14）●非常勤医師47名（47）●看護師115名（107）●看護助手29名（32）●薬剤師7名（7）
　　●管理栄養士4名（5）●臨床検査技師5名（5）●放射線技師4名（4）●臨床工学技士24名（22）
　　●理学療法士3名（3）●医事14名（11名）●総務13名（11）●庶務14名（12）
　（社）飛鳥　　職員総数41名（42）
　　●施設長1名（1）●ソーシャルワーカー1名（1）●介護支援専門員5名（6）●看護職員2名（2）
　　●介護職員28名（28）●生活指導員3名（3）●管理栄養士1名（1）

◎診療統計等（2004年12月～2005年11月）　※注（　）内は前年同期

■外来患者延数／●34,199名（34,035）●紹介患者649名（821）
■入院患者延数／●27,307名（27,002）
■新入院患者数／●川島病院／772名（684）●川島循環器ｸﾘﾆｯｸ／512名（505）……合計／1,284名（1,189）
■血液透析患者数／●川島病院／368名（502）●川島循環器ｸﾘﾆｯｸ／139名●鴨島川島ｸﾘﾆｯｸ／147名（136）
　　　　　　　　　●鳴門川島ｸﾘﾆｯｸ／95名（85）……合計／749名（723）※12月20日現在
　　　　　　　　　●新規導入数／71名（83）
　　　　　　　　　●延べ回数／●川島病院／75,317回（78,932）●循環器ｸﾘﾆｯｸ／3,602回
　　　　　　　　　　　　　　　●鴨島川島ｸﾘﾆｯｸ／21,943回（22,009）●鳴門川島ｸﾘﾆｯｸ／13,533回（12,122）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……合計／114,395回（113,063）
■腹膜透析（CAPD）患者数／●50名（56）※12月20日現在●新規導入数/20名（19）
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■水口　潤
　●「透析患者の肺癌」日本透析医学会専門試験解説集（改訂第4版）：274－276 2005　　
■水口　隆
　●「血液透析患者の血中Pro-Hepcidinの検討」腎とｴﾘｽﾛﾎﾟｴﾁﾝ研究会
■川原和彦
　●「ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞｾﾚｸｼｮﾝの是非」透析ｹｱ Vol.11 No.9 50－53 2005
■川原和彦、水口　潤　　
　●「透析液の種類と選択」透析ﾌﾛﾝﾃｨｱ Vol.15 No.2 17－19 2005
■西田隼人
　●「透析液再循環による内部濾過促進の試み」腎と透析59別冊HDF’05：213－215 2005
■西田隼人
　●「ｼｬﾝﾄ血流過多に対するtapering graft置換術の試み」腎と透析 59別冊ｱｸｾｽ2005：151－154 2005
■西田隼人、水口　潤
　●透析療法 これは困った、どうしよう！「graft移植を行いたいが、上腕、前腕にgraftを含め吻合すべき静脈が全くない。
　　どうしよう？」 中外医学社
■西田隼人、水口　潤
　●透析療法 これは困った、どうしよう！「大腿部にｼｬﾝﾄ（graftを含め）作成したいが、どのようなｼｬﾝﾄがﾍﾞｽﾄか？」
　　中外医学社
■南　　幸
　●総説：「透析指導看護師と臨床工学技士の新たなﾁｰﾑ連携を展望する」－看護師の立場から－
　　 「患者指導」日本透析医学会誌 38巻3号 191－192　平成17年度透析療法従事職員研修会ﾃｷｽﾄ239－245
■平野春美
　●「通常のﾃｰﾌﾟが使用できない患者の穿刺針固定方法」事例に学ぶ透析看護　応用編
　　日本メディカルセンター 76－77 2005
■笠井泰子
　●「歩行中脚が上がらなくなったり長く歩けない長期透析患者の身体的所見と検査異常」
　　事例に学ぶ透析看護　応用編
　　日本メディカルセンター 146－147 2005　　　
■樫本三智代
　●「右股関節痛の憎悪により歩行困難となった患者の病態と治療方針」事例に学ぶ透析看護　応用編
　　日本メディカルセンター 160－161 2005
■山内美和
　●「HDFを勧められる病態と適応の根拠」事例に学ぶ透析看護　応用編
　　日本メディカルセンター 170－171 2005
■三宅直美
　●「急速なADL低下の多発性脳 塞症例」事例に学ぶ透析看護　応用編
　　日本メディカルセンター 194－195 2005
■鈴江信行、水口　潤
　●「透析量の現況－理想と矛盾－」透析ﾌﾛﾝﾃｨｱ15（3）：2－8 2005
■鈴江信行
　●「多段階連続再循環式RO ｼｽﾃﾑは無菌および無ｴﾝﾄﾞﾄｷｼﾝ希釈用水供給が可能か」腎と透析 Vol.59別冊　　　
　 　HDF療法 2005

◎学会･研究会等発表（2005年1月～12月）

■腎移植患者数／●28名（25）※2004年12月累計／うち3例は2005年6月,7月,8月
■主要検査件数／●消化器内視鏡／730件（702）●CT／2,498件（2,422）●ｼｬﾝﾄｱﾝｷﾞｵ／160件（175）
　　　　　　　　●腎生検／15件（16）●心ｶﾃ／182件（159）●RI／713件（672）●心ｴｺｰ／1,591件（1,637）
　　　　　　　　●その他のｴｺｰ／613件（677）

■手術・処置件数／●手術総数／423件（347）●結石破砕／延べ129件（204）●ｼｬﾝﾄPTA／80件（90）
　　　　　　　　●PTCA／136件（114）●ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ植え込み／12件（13）
■栄養指導件数／●6,238件うちﾀﾞｲｴｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ2件（8,175うちﾀﾞｲｴｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ147）
■糖尿病教室／●3月18日／ﾃｰﾏ「食後過血糖を防ごう」／参加者29名
　　　　　　　●7月22日／ﾃｰﾏ「体験談を語ろう」／参加者23名
　　　　　　　●12月9日／ ﾃｰﾏ「減塩のｺﾂを知ろう」／参加者30名
■ﾘﾊﾋﾞﾘ件数／●個別／11,870件（13,663）●集団／1,069件（1,634）●消炎／268件（701）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……合計／13,207件（15,998）
■訪問看護件数／●延べ697件（1,655）
　　　　　　　　●ｹｱﾊｳｽあすか入居数／延べ583件（599）●ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用者数／延べ7,062件（7,047）
　　　　　　　　●ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ利用者数／延べ12,103件（12,177）
　　　　　　　　●支援ｾﾝﾀｰ居宅ｻｰﾋﾞｽ計画件数／延べ3,221件（3,001）

◎論文・総説等（2005年1月～12月）
■島　健二
　●「六十六歳の新入生」徳大広報 No.118 P2 2005
■島　健二、田原保宏　　
　●「耐糖能障害、診断、検査　HbA1c、ｸﾞﾘｺｱﾙﾌﾞﾐﾝ」日本臨床63：382－385 2005
■島　健二
　●「臨床検査ｶﾞｲﾄﾞ 2005－2006 ﾌﾙｸﾄｻﾐﾝ、ｸﾞﾘｺｱﾙﾌﾞﾐﾝ」P509 2005 文光堂
■島　健二
　●「ﾌｯﾄｹｱﾁｰﾑで末梢循環障害の早期発見、早期治療に取り組む」Current Pharmacy No.23 p10 2005
■島　健二
　●「生活習慣病とその対策」四国医学雑誌 61：169－173 2005
■水口　潤、仲谷達也
　●「腎移植における透析施設の関わり」（第49回日本透析医学会ﾜｰｸｼｮｯﾌ よ゚り）
　　日本透析医学会誌38（6）：1265－1277 2005
■水口　潤
　●「濾過透析」腎と透析58（5）：571－574 2005
■水口　潤
　●「治療ﾓｰﾄ ど合併症改善」透析療法ﾈｸｽﾄⅣ：88－96 2005　
■水口　潤
　●「透析患者の消化管悪性腫瘍」日本透析医学会専門試験解説集（改訂第4版）：271－273 2005
■水口　潤
　●「透析患者の肝癌」日本透析医学会専門試験解説集（改訂第4版）：273－274 2005　

●平成17年度 業績集 2005
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■第20回関西CAPDﾅｰｽｾﾐﾅ（ー大阪）／2月20日　　
　●中井三恵子…訪問看護師の全面的支援による在宅CAPDの可能性
　　～寝たきり高齢PD患者の在宅療養から～（口演）
■第10回日本HDF研究会（新潟）／2月20日
　●西田隼人…透析液再循環による内部濾過促進の試み（口演）
　●鈴江信行…多段階連続再循環式RO ｼｽﾃﾑは無菌および無ｴﾝﾄﾞﾄｷｼﾝ希釈用水供給が可能か（口演）　　　　
■第8回ﾌﾞﾗｯﾄﾞｱｸｾｽｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ治療研究会（東京）／3月5日　　　
　●西田隼人…鎖骨下静脈ｽﾃﾝﾄ留置後、変形により再狭窄を来たした一例（口演）
■第20回ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ･ﾒﾝﾌﾞﾚﾝ／次世代人工腎研究会（東京）／3月13日　　
　●鈴江信行…APS‐SAの性能評価－透析器内部の流動性向上が溶質除去性能に与える影響－（口演）
　●細谷陽子…PES‐210DEの臨床評価（口演） 
■第69回日本循環器学会総会、学術集会（横浜）／3月21日　　
　●萩原雄一…維持透析患者のPCI後血液透析の評価について（口演）
■第48回日本糖尿病学会（神戸）/5月14日　　
　●島　健二…グリコアルブミンのすべて、透析糖尿病患者の血糖管理（ｲﾌﾞﾆﾝｸﾞｾﾐﾅｰ口演）　　　　　　　　　　
　●原　恵子…食事、運動療法のみでｺﾝﾄﾛｰﾙし得た糖尿病患者の臨床的特性（ポスター）　　　　　
■日本医工学治療学会第21回学術集会（東京）／5月15日
　●鈴江信行…透析液再循環による内部濾過促進の試み（口演）　　　　　　　　　　　　　　　
■日本臨床工学会（札幌）／5月21日
　●鈴江信行…各種エンドトキシンｶｯﾄﾌｨﾙﾀｰの性能評価（第一報）－繊維状活性炭使用の有無による比較検討－（口演）
　●鈴江信行…ﾄﾞﾗｲﾀｲﾌﾟﾎﾟﾘｽﾙﾎﾝ膜透析器FS‐202の臨床評価（口演）　　　　　　　　　　　　　　　　
■ERA-EDTA　2005（インスタンブール）／6月４～７日
　●川原和彦…Preservation of　Peritoneal 　　Permability by Neutral Solution :Lesson from Long 　　　
　　　　　　　Term Follow-up Study of Peritoneal EquilibrationTest(PET) in 12 Patients with Peritoneal 
　　　　　　　Dialisis（ポスター）
 　　　　　　  J.Minakuchi, S.Kawashima, H.Tukaguchi, T.Doi
　●加藤みどり …Serum Level of Total Cholesterol is a Risk Factor for Development of Coronary Lesion 　
　　　　　　　  in Patients with End-Stage Renal Disease（ポスター）
　　　　　　　  T.Nishiuchi, T.Kimura, K.Kawahara, J.Minakuchi, S.Kawashima　
■第86回日本循環器学会四国地方会（徳島）／6月4日
　●木村建彦…ｼﾙﾃﾞﾅﾌｨﾙ（ﾊﾞｲｱｸﾞﾗR）服用後に急性冠症候群を発症した透析患者の一例（口演）　　　　　
■第50回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）／6月24～26日
　●島　健二…糖尿病透析患者の血糖管理－グリコアルブミンの有用性－（口演）
　●西内　健…もし医療事故がおこったら・院内模擬訓練より（口演）
　●川原和彦…中性透析液が腹膜機能に及ぼす影響（口演）
　●西田隼人…ｼｬﾝﾄ血流過多に対するtapered graft置換術の試み（口演）
　●水口　隆…血液透析患者の血中pro-Hepcidinの検討（ポスター）　
　●小松まち子…糖尿病透析患者に対するﾐﾁｸﾞﾘﾆﾄﾞの使用経験（ポスター）
　●笠井泰子…外来血液透析患者の口腔乾燥症状の実態調査と口腔ｹｱ剤の使用効果（口演）　　　　　　
　●森　恭子…外来血液透析患者における水溶性食物繊維
　　　　　　　（難消化性デキストリン、ポリデキストロース）の便秘への影響（口演）　
　●多田浩章…透析糖尿病患者における血糖ｺﾝﾄﾛｰﾙ指標の評価～随時血糖値とHbA1c,GAの関係～（口演）
　●播　一夫…エンドトキシンカットフィルター（ETCF）の長期使用時の変化に関する検討（口演）　　　　　　　　　
　●鈴江信行…非対称膜構造EVAL膜透析器EVK21.6の性能評価（口演）

　●鈴江信行…ﾄﾞﾗｲﾎﾟﾘｽﾙﾎﾝ膜透析器FS-202の臨床評価（ポスター） 　　　　　　　　　　　　　
　●鈴江信行…APS-SA透析器の性能評価～透析器内部の流動性向上が溶質除去性能に与える影響～（ポスター）
　●細谷陽子…PES-210DEの使用経験（ポスター）
■第77回日本泌尿器科学会四国地方会（松山）／7月9日
　●加藤琢磨…川島病院における内ｼｬﾝﾄ早期穿刺成績について（口演）
■第2回日本心血管ｶﾃｰﾃﾙ治療部会・第12回日本心血管インターベンション学会中国・四国合同地方会（岡山）／9月3日
　●木村建彦…親水性ｺｰﾃｨﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞﾜｲﾔｰが冠動脈末梢で穿孔を生じたﾀﾝﾎﾟﾅｰﾃﾞをきたした一例（口演）
■第47回全日本病院学会宮崎大会（宮崎）／9月18日
　●高井和子…慢性腎疾患保存期患者の疾患に対する認知度－ｱﾝｹｰﾄ調査を実施して（口演）
■第39回四国透析療法研究会（松山）／9月25日
　●石野聡子…外来透析患者の下肢血流障害の実態（口演）　
　●祖地香織…維持透析患者のｼｬﾝﾄ評価　－HD02を使用して－（口演）　
　●重長佐和子…透析患者の災害時の危機管理に対する意識について（口演）　
　●志内敏郎…血液透析患者における静注用鉄剤の投与方法の検討（口演）　　　　　　　　　　　　　　　
　●山川景子…2.75ｍEq／L　Ca透析液の長期使用による副甲状腺機能への影響（口演）
　●鈴江信行…非対称膜構造EVAL膜透析器EV‐K21.6の性能評価（口演）　　
　●新納誠司…ｺﾝｿｰﾙ表示とHD02測定流量の比較（口演）　
　●細谷陽子…東レ社製ﾄﾞﾗｲﾀｲﾌﾟﾎﾟﾘｽﾙﾎﾝﾝ膜透析器FS‐202の臨床評価（口演）
■ANP治療ﾌｫｰﾗﾑ（徳島）／10月26日
　●八木秀介…ｈANPが有効であった慢性腎不全合併例（口演）　
■第11回日本腹膜透析研究会（岡山）／10月29～30日
　●川原和彦…治療法別にみた高齢透析導入患者の生命予後（口演）
　●加藤琢磨…腹膜外科手術、腹膜炎既往患者に対するCAPDｶﾃｰﾃﾙ挿入術の臨床的検討（口演）
　●竹内弘実…PD出口部洗浄に薬液消毒は必要か？
　　　　　　　～高齢PD患者の出口部洗浄に水道水洗浄を施行して～（口演）
　●寿見佳枝…要介護高齢腹膜透析患者を在宅療養可能とするための条件（口演）
■第4回中四国透析ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ研究会（岡山）／11月5日
　●木村建彦…鎖骨下静脈のｽﾃﾝﾄ再狭窄治療中、ﾊﾞﾙｰﾝｶﾃｰﾃﾙの破裂により回収困難となった一例（口演）
■第52回日本臨床検査医学会総会（福岡）／11月19日
　●多田浩章…透析糖尿病患者における血糖ｺﾝﾄﾛｰﾙ指標（口演）　　
■第36回徳島透析療法研究会（徳島）／11月25日
　●加藤琢磨…横隔膜交通症の二症例（口演）　　　　　　　　
　●楠本昌子…外来血液透析患者の口腔乾燥症状の実態調査と口腔ｹｱ剤の使用・続報（口演）
　●近藤　郁…筋力運動が高齢血液透析患者の健脚度向上に及ぼす効果（口演）
　●祖地香織…維持透析患者のｼｬﾝﾄ評価－HD02を使用して（口演）　
　●久米恵司…ｼｬﾝﾄ側前腕浮腫症例に対するｼｬﾝﾄ血流測定の有用性（口演）
　●磯田正紀…ｺﾝｿｰﾙ表示流量と各ｹﾞｰｼﾞ別穿刺針の血液流量との比較－HD02の使用にて－（口演）
■第16回徳島透析療法ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（徳島）／12月1日
　●永田眞美代…災害時の緊急受け入れを体験して（口演）
　　
◎講演、講義等（2005年1月～12月）
■島　健二
●「栄養士のための糖尿病学」　在宅栄養士のための勉強会（徳島市）2／21
●「糖尿病対策基本指針‐運動療法」　美馬郡医師会糖尿病研修会（穴吹町）3／10
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●「研修医のための糖尿病学」（1）　徳島赤十字病院（徳島市）3／25
●「研修医のための糖尿病学」（2）　徳島赤十字病院（徳島市）4／1
●「研修医のための糖尿病学」（3）　徳島赤十字病院（徳島市）4／8
●「徳島県医師会の糖尿病対策」　市町村保健師協議会研修会（徳島市）4／25
●「社会と大学」　徳島大学総合科学部（徳島市）4／28
●「徳島県における糖尿病対策について」　徳島県保健所管内集団給食施設協議会研修会（徳島市）6／3
●「ランニングと健康」　徳島大学開放実践ｾﾝﾀ（ー徳島市）6／4
●「事故防止のための基礎知識」　徳島大学開放実践ｾﾝﾀ（ー徳島市）7／2
●「糖尿病患者の終末像」　山形大学器官病態統御学講座特別講演会（山形市）7／15
●「最新糖尿病対策について」　藍住町学術講演会（藍住町）7／27
●「糖尿病死亡率ﾜｰｽﾄﾜﾝからの脱却を目指して」　徳島市医師会糖尿病一次予防講演会（徳島市）8／2
●「糖尿病死亡率ﾜｰｽﾄﾜﾝからの脱却を目指して」　吉野川市医師会糖尿病一次予防講演会（吉野川市）8／3
●「糖尿病死亡率ﾜｰｽﾄﾜﾝからの脱却を目指して」　小松島市医師会糖尿病第一次予防講演会（小松島市）8／29
●「糖尿病死亡率ﾜｰｽﾄﾜﾝからの脱却を目指して」　板野郡医師会糖尿病第一次予防講演会（板野町）9／12
●「糖尿病死亡率ﾜｰｽﾄﾜﾝからの脱却を目指して」　海部郡医師会糖尿病第一次予防講演会（牟岐町）9／15
●「糖尿病死亡率ﾜｰｽﾄﾜﾝからの脱却を目指して」　三好郡医師会糖尿病第一次予防講演会9／22
●「糖尿病死亡率ﾜｰｽﾄﾜﾝからの脱却を目指して」　美馬郡医師会糖尿病第一次予防講演会9／28
●「糖尿病死亡率ﾜｰｽﾄﾜﾝからの脱却を目指して」　阿南市医師会糖尿病第一次予防講演会（阿南市）10／4
●「糖尿病の概念と指導の実際」　栄養士会研修会（阿南市）10／8
●「糖尿病患者指導の実際」　糖尿病等栄養指導研修会（美馬市）10／20
●「糖尿病は万病のもと」　徳島県糖尿病協会公開講演会（徳島市）10／30　　　　
●「学びを楽しむ」　徳島大学開放実践ｾﾝﾀ（ー徳島市）11／10
●「もっと糖尿病を知ろう　糖尿病とは」　市民公開講座鳴門市民ﾌｫｰﾗﾑ（鳴門市）11／13
●「ふれあい健康ﾈｯﾄﾜｰｸ　糖尿病」　四国放送テレビ健康講座　11／13
●「高齢期における健康管理　生きがいが健康のもと」　平成17年度定年退職前研修（徳島市）11／17
●「糖尿病になりやすい生活習慣とは－徳島になぜ多いのか－」　徳島市健康ｾﾞﾐﾅｰﾙ（徳島市）11／25
●「徳島県医師会糖尿病対策班の取り組み」　平成17年度国保診療施設看護師研修会（徳島市）11／26
●「糖尿病は万病のもと」　大塚製薬（株）健保組合社員研修（徳島市）12／１
●「糖尿病を発病させないために」　牟岐町検診結果学習会（牟岐町）12／15
■水口　潤
●「血液浄化の方向性：溶質除去面より」　奈良県透析医会（奈良市）2／6
●「臨床から見たHDFに適したﾓｼﾞｭｰﾙとは」　第10回日本HDF研究会ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅ（ー新潟市）2／20
●「慢性腎不全治療の今後」　平成17年度臨床工学技士会学術集会（徳島市）4／3
●「EVAL膜透析器の歩み－合併症改善への寄与－」　第50回日本透析医学会ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅ（ー横浜市）6／26
●「血液浄化の方向性」　第3回ﾈﾌﾛｻﾏｰﾌｫｰﾗﾑ（岡山市）8／6
●「腎不全の病態と治療」　徳島大学医学部講義（徳島市）9／15
●「血液浄化の方向性」　第39回四国透析療法研究会（松山市）9／25
●「特別企画　日本腹膜透析研究会10年の歩みと将来の夢を語る」　第11回日本腹膜透析研究会（岡山市）10／30
■西内　健
●「循環器」　徳島県立看護学院講義（徳島市）1／19～2／16（5回）
●「徳島高血圧study‐高血圧・糖尿病合併症に関する臨床的研究」（第13回徳島医学会賞受賞記念講演）
　第230回徳島医学会学術集会（徳島市）2／6
●「冠インターベンション後の治療戦略」　循環器エキスパートミーティングコメンテーター（徳島市）2／16
●「狭心症」　ｾﾐﾅ「ー脳・心血管疾患講座」（徳島市）3／3

●「末梢血管ｶﾃｰﾃﾙ治療について」　第3回心臓病ビジュアル市民公開講座（徳島市）11／10
●「透析患者における心疾患と治療」　徳島県臨床工学技士会心電図ｾﾐﾅｰﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅ（ー徳島市）11／20
■水口　隆
●「血液内科からみた腎性貧血」　大阪血液研究会（大阪市）2／24
●「介護と医療について」　日本介護ｸﾗﾌﾄｳﾆｵﾝｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講演会（松山市）3／13
■木村建彦
●「慢性腎疾患における高血圧治療」　協和発酵工業（株）社員研修会（徳島市）2／18
●「急性期から慢性期にかけての心不全治療戦略について－神経体液性因子抑制の意義について－」
　ﾒﾃﾞｨｶﾙﾄﾘﾋﾞｭｰﾝ座談会（高松市）3／25
●あなたならどう治療する？2、「高脂血症」強力なｽﾀﾁﾝ製剤、循環器ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（徳島市）9／1
●「冠痙攣性狭心症の治療について」　協和発酵工業（株）社員研修会（徳島市）9／8
●「症例ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ」　第3回四国IVUS研究会ｺﾒﾝﾃｰﾀ（ー高松市）10／1
●「日常よくみかける不整脈について」　心電図ｾﾐﾅｰ～心電図ｽｷﾙｱｯﾌﾟ基礎から疾患まで～（徳島市）11／20
■南　　幸
●「患者指導」　平成17年度透析療法従事職員研修会講義（さいたま市）7／9
●「被災地での看護活動について」　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ大神子病院院内学習会（徳島市）11／17
■鈴江信行
●「県下透析施設水質測定結果」　第15回透析療法ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（徳島市）4／28
●「県下災害ﾈｯﾄﾜｰｸ構築に向けて」　第16回透析療法ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（徳島市）12／1
■大石晃久
●「家庭でできるﾘﾊﾋﾞﾘ」　飛鳥在宅介護支援ｾﾝﾀｰ家族介護教室（徳島市）10／13

◎座長、司会等（2005年1月～12月）
■川島　周●第47回全日本病院学会（宮崎市）／9月18日（医療従事者委員会企画座長）
■島　健二●高血圧と糖尿病フォーラム徳島（徳島市）／3月4日（司会）
　　　　　●県医師会生活習慣病予防対策委員会講演会（徳島市）／3月14日（司会）
　　　　　●expert meeting in shikoku（徳島市）／7月23日（座長）
■水口　潤●第10回日本HDF研究会（新潟市）／ 2月20日（ 座長）
　　　　　●第10回ブラッドアクセッスインターベンション研究会（東京都）／3月5日（座長）
　　　　　●第20回ハイパーフォーマンスメンブレン研究会（東京都）／3月12日（座長）
　　　　　●日本医工学治療学会第21回学術集会（東京都）／5月15日（座長）
　　　　　●徳島透析療法研究会学術講演会（徳島市）／5月19日（座長）
　　　　　●日本腹膜透析研究会CAPDセミナー（仙台市）／5月28日（座長）
　　　　　●第50回日本透析医学会ﾜｰｸｼｮｯﾌ（゚横浜市）／6月24日（座長）
　　　　　●プライマリーケア研究会（徳島市）／8月26日（座長）
　　　　　●第9回アクセス研究会（東京都）／ 10月9日（司会）
　　　　　●第11回日本腹膜透析研究会（岡山市）／ 10月30日（座長）
　　　　　●腎セミナー（徳島市）／11月2日（座長）
　　　　　●第36回徳島透析療法研究会（徳島市）／ 11月27日（座長）
　　　　　●第11回日本HDF研究会（東京都）ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ／12月2日（座長）
　　　　　●第11回日本HDF研究会（東京都）／12月3日（座長）
　　　　　●日本中国　PDフォーラム（上海市）／12月10日（座長）
■西内　健●学術講演会（徳島市）／6月24日（座長）
　　　　　●第4回徳島高血圧研究会（徳島市）／7月22日（座長）
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1.治　　  験　 6件
　●内訳　 第Ⅱ相試験　3件（３施設）
　　　　　 第Ⅲ相試験　3件（３施設）
2.臨 床 評 価 　３件
3.市販後調査　５件

■大阪大学を中心とした多施設共同研究
　●「SNPチップを用いた透析患者の心血管疾患の予後予測法の開発」
■BMIPP透析共同研究会
　●「維持透析患者の心疾患診療におけるBMIPPの有効性の調査、検討」
■NPO健康医療評価機構
　●「慢性腎不全患者における経口吸着炭素製剤（クレメジン）の腎不全進行抑制効果に関する
　　　ランダム化並行群官比較臨床試験」

◎受諾した治験、臨床評価、市販後調査（2005年１月～12月）

◎学術研究

　　　　　●ANP治療フォーラム（徳島市）／10月26日（座長）
　　　　　●第4回中四国透析ｼｬﾝﾄｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ研究会（岡山市）／11月5日（ 座長）
　　　　　●徳島循環器・高血圧Joint Meeting（徳島市）／12月6日（司会）
■水口　隆●第14回腎とｴﾘｽﾛﾎﾟｴﾁﾝ研究会（東京都）／11月5日（座長）
■木村建彦●第32回徳島・心血管造影研究会（徳島市）／7月5日（座長）
■大下千鶴●第36回徳島透析療法研究会（徳島市）／11月27日（座長）
■高井和子●第11回日本腹膜透析研究会（岡山市）／10月29日（座長）
■西谷千代子●第50回日本透析医学会（横浜市）／ 6月25日（座長）
■久米恵司●第13回徳島核医学研究会・第20回徳島県核医学勉強会（徳島市）／3月12日（座長）
■鈴江信行●第15回日本臨床工学会（札幌市）／5月21日（座長）
　　　　　●徳島県臨床工学技士会学術講演会（徳島市） ／5月26日（座長）
　　　　　●透析液清浄化セミナー（徳島市）／10月2日（座長）
　　　　　●徳島県臨床工学技士会学術講演会（徳島市）／11月12日（座長）
　　　　　●徳島県臨床工学技士会心電図セミナー（徳島市）／11月20日（座長）

編 集 後 記
●日下 まき
　「友情とは、美しいけれど難しい仕事をいっしょに成し遂げてゆく仲間たちの心　に
生まれるものである」アベ・ピエール　ーそれはそうだなあと広報誌を作って　いると思
う。
●大西 美佐子
　透析室開設から３０年、病院がぐんぐんと成長してきたことを今回改めて学びま　し
た。これからもスタッフみんなでＫｅｅｐ Ｇｒｏｗｉｎｇしてゆきたいですね。
●新宅 真紀
　広報誌作成するのは大変だけど、やり終えた後は達成感でいっぱいです。
●福田 久美
　広報誌に携わり早くも4年目になりました。これからも頑張って続けていきたいです。
●新谷 紀子
　入職して3年目ですが広報誌を作成するのに参加してKHGをより深く知ること　が
できました。協力してくれた皆様ありがとうございました。
●川島 妙
　年表に入れる写真を古いアルバムから選んでいると、年表よりもリアルに歴史を　感
じ、懐かしんだり笑ったり・・・。この広報誌を見て懐かしむ日も来るのでしょうね。
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